
建学の精神

新潟薬科大学の理念

看護学部教育研究上の目的

育成する人材像

ディプロマ・ポリシー

カリキュラム・ポリシー

アドミッション・ポリシー

看護学部教育体系図

看護学部看護学科は、本学の建学の精神である「実学一体」のもと、生命の尊厳に基づく医療人としての倫理観と豊かな人間性、並びに看護学に関わる知識・技能の修得と、人々の目指す健康と暮らしをサポートできる看護実践力、看護学の進展に資する基礎的研究力並びに自己研鑽力を有し、保健・医療・福
祉の専門家と連携・協働して社会に貢献できる看護者を育成することを目的とする。

地域社会への貢献力
保健・医療・福祉における連携の重要性を理解し、地

域の人々の疾病予防、健康・自立に貢献できる能力。

豊かな教養と倫理観を備え、看護の役割を理解しその
責務を果たす能力、並びに看護専門職者として生涯、自
己研鑽を図ることができる人材

あらゆる看護実践の場で、看護の対象となる人々、及
び保健・医療・福祉の多職種と連携・協働するために不
可欠な人間関係形成・発展に資するコミュニケーション
能力を有する人材

看護学の専門知識・技能に基づき、多様な場で科学的
根拠のある看護を立案・実践・評価できる看護実践力を
発揮できる人材

科学的探究心に基づき、変化する社会や看護学に関わ
る諸問題を発見・解決するための研究遂行力を有する人
材

保健・医療・福祉における連携の重要性を理解し、地
域の人々の疾病予防、健康・自立に貢献する人材

プロフェッショナリズム
看護の役割を理解し、その責務を果たす能力、及び人

間性を育む教養と倫理観を備え、生涯にわたり自己研鑽
を図るとともに、看護学の発展や必要な役割の創造に寄
与することができる能力。

コミュニケーション能力
看護実践及び保健・医療・福祉チームと連携・協働す

るために不可欠な、人間関係の成立・発展に資するコ
ミュニケーション能力。

看護学の知識・技能・態度に基づく看護実践力
看護学の専門知識・技能・態度を修得し、アセスメン

ト結果に基づく根拠ある看護を実践する能力。

問題発見・解決力
科学的探究心を備え、看護学に関わる諸問題を発見し、

必要な情報を収集・評価して論理的思考をもとに解決策
を提示できる能力。

人間形成に資する教養及び医療人としての倫理観を
涵養するとともに、学習姿勢・態度を醸成するための
カリキュラムを編成し、成果は科目試験で評価する。
具体的には、人々の生活と健康、文化に関わる人文

社会・教育科学、自然科学に関する知識、主体的学習
方法を獲得するための科目を配置する。

看護師・保健師に求められる看護実践力及び保健・
医療・福祉チームの連携・協働における調整やメン
バー・リーダーシップに不可欠なコミュニケーション
力を育成するカリキュラムを編成し、成果は科目試験、
臨地実習で評価する。
具体的には、人や社会・文化を理解する科目、人間

関係に関わる科目、外国語を学修する科目を配置する。

看護師・保健師に求められる専門基礎知識、専門知
識・技術・態度及びそれらの統合実践力を段階的に修
得するためのカリキュラムを編成し、成果は科目試験、
臨地実習で評価する。
具体的には、人間・健康・社会環境の理解に関わる

科目を配置するとともに、基礎看護学領域から発達段
階別看護領域、看護統合領域ごとの専門知識・技術・
態度を講義・演習・実習と段階的に学修し、看護実践
力を育成する科目を配置する。

看護専門職に求められる看護実践の質向上や看護学
の進展に貢献する基盤となる問題発見・解決に資する
研究心を醸成するとともに、看護研究の基礎的な知
識・実践力を育成するカリキュラムを編成し、成果は
科目試験、卒業論文等で評価する。
具体的には、課題探求に関わる科目、社会のニーズ

や新たな医療に対応する科目を配置する。

多様に変化する地域社会の看護の課題に対応し、地
域の人々の健康生活の自立に貢献できる能力を涵養す
るためのカリキュラムを編成し、成果は科目試験及び
臨地実習で評価する。
具体的には、地域・在宅看護、チーム医療に関わる

科目を講義・演習・実習と段階的に学修し、地域にお
ける看護実践力を育成する科目を配置する。

知識や情報をもとに、論理的思考を持ち自分の考えを
説明できる人

他者と協調しあいながら、課題を追求する能力を身に
つけている人

高等学校の教育課程を幅広く修得し、看護学を学ぶた
めの基礎学力を有している人

主体的に学習し、自己成長に対して努力を惜しまない
人

『実学一体』の精神を理解・賛同し、広く地域社会の
健康ニーズに貢献しようとする人

「実学一体」「実」は実用、「学」は学問を意味し、学問探求とそれを実行実践していく実用は一体であることを認識し、常にこの両者の両立、調和を図ることが重要である。

新潟薬科大学は、生命の尊厳に基づき、医療科学及び生命科学分野の教育と研究を通して、人々の健康の増進、環境の保全、国際交流や地域社会の発展に貢献する高い専門性と豊かな人間性を有する有為な人材の育成とともに、社会の進歩と文化の高揚に有益な研究成
果の創出を理念とする。
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 新潟薬科大学看護学部　カリキュラムツリー　

1.本図は　　　　で示す5つのディプロマ・ポリシーと科目との関係、カリキュラム進行における順次性・つながりを示しています。

2.枠線で囲まれたラベル は、ディプロマ・ポリシー達成に特に重要な科目を、枠線のないラベル は、ディプロマ・ポリシー達成に重要な科目を表しています。

3.黒字は必修科目、茶字は選択科目、緑字は保健師課程科目です。

4. は主要科目群の段階的学習を深める流れを示しています。

5. は特に関連の深い科目の段階的学習の流れを示しています。

ディプロマ・ポリシー
プロフェッショナリズム

看護の役割を理解し、その責務を果たす能力、
及び人間性を育む教養と倫理観を備え、生涯にわ
たり自己研鑽を図るとともに、看護学の発展や必
要な役割の創造に寄与することができる能力。

看護学の専門知識・技能・態度に基づく看護実践力
看護学の専門知識・技能・態度を修得し、アセス

メント結果に基づく根拠ある看護を実践する能力。

コミュニケーション能力
看護実践及び保健・医療・福祉チームと連携

・協働するために不可欠な、人間関係の成立・
発展に資するコミュニケーション能力。

問題発見・解決力
科学的探究心を備え、看護学関わる諸問題を

発見し、必要な情報を収集・評価して論理的思
考をもとに解決策を提示できる能力。

地域社会への貢献力
保健・医療・福祉における連携の重要性を

理解し、地域の人々の疾病予防、健康・自立
に貢献できる能力。

演
習

実
習

卒
研

1 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

教養科目、及び専門基礎科目

スタートアップセミナー
社会学
文化人類学
人間関係論
医療倫理
環境と健康
食物と健康
薬と健康
情報リテラシー基礎
情報リテラシー応用

心理学
教育学
英語Ⅰ･Ⅱ
音楽と健康
中国語
コリア語
ドイツ語
ロシア語
スポーツ

専門基礎科目
人体の構造と機能Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ
疾病の原因と成り立ち
疾病の予防と治療Ⅰ

薬理学と薬剤管理

医療と看護の歴史
ケアの基本理念
在宅医療
臨床心理学

専門教育科目
看護学原論
看護の基本技術
援助的人間関係論

専門教育科目

基礎看護学実習Ⅰ

地域・在宅看護概論
家族看護学
地域・在宅看護論

専門教育科目

看護倫理学
生活支援技術論
治療過程支援技術論
地域・在宅看護関係法規

疾病の予防と治療Ⅱ･Ⅲ
感染と微生物
栄養学
人間工学
社会保障と法
多職種連携

専門教育科目

専門教育科目

ヘルスアセスメント演習
生活支援技術演習
治療過程支援技術演習
看護過程展開技術演習
地域・在宅看護技術演習

基礎看護学実習Ⅱ

在宅看護論実習

成人看護技術演習
老年看護技術演習
小児看護技術演習
母性看護技術演習
精神看護技術演習

成人看護学概論
健康の慢性的揺らぎのある成人の看護
急激な健康破綻をきたした成人の看護
老年看護学概論
老年看護学実践論
小児看護学概論
小児看護学実践論
母性看護学概論
母性看護学実践論
精神看護学概論
精神看護学実践論

老年の疾病と治療
小児の疾病と治療
女性の疾病と治療
精神の疾病と治療

英語Ⅲ

歯と健康
漢方とサプリメント
ボランティア論

専門教育科目

疫学
保健統計学

専門基礎科目

公衆衛生看護活動論Ⅰ

公衆衛生看護活動論Ⅱ

公衆衛生看護管理論

看護研究の基礎

専門教育科目

災害看護学
国際看護学
看護教育学
新たな医療と看護の課題
新潟の医療と看護の課題

専門教育科目専門教育科目

専門教育科目

看護研究演習Ⅰ 看護研究演習Ⅱ

健康生活自己管理支援実習
健康の慢性的揺らぎのある成人の看護の実習
急激な健康破綻をきたした成人の看護の実習
小児看護学実習
母性看護学実習

老年看護学実習
精神看護学実習 看護管理学実習

チーム医療実習

人間形成、医療人としての倫理観の涵養とコミュニ
ケーション力、学習姿勢・態度を身につける。

看護に求められる専門的な知識・技術・態度を基礎看護
から発達段階別に講義、演習で段階的に学修する。

既習の看護学を臨地の多様な場で実践的に活用する方法を段階的
に学習し、多彩な状況に対応できる看護実践力を身につける。

人､命､健康､暮らし（社会）と医療の歴史を理解する 看護学の基礎的知識・技術・態度を学修する 多彩な臨地の場で看護実践力を培う

知

識

行
動
・
知
識

保

健

師

看

護

師

講

義

看護と社会の課題への研究遂行力を身につける

変動する社会における看護学、及び社会の課題に関心を
持ち、それに取り組む研究心と解決力を身につける。

公衆衛生看護概論 公衆衛生看護政策論

公衆衛生看護学演習

公衆衛生看護学実習Ⅰ･Ⅱ

保健医療福祉行政論公衆衛生学

日本国憲法
健康とスポーツ

教養科目、及び専門基礎科目

教養科目、及び専門基礎科目

教養科目、及び専門基礎科目

チーム医療論
看護管理学

専門教育科目
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看護学部カリキュラムマップ（授業科目ごと）

黒字：必修科目　茶字:選択科目 ※：保健師課程必修科目 ◎DP達成に特に重要な科目 〇DP達成に重要な科目

身につける能力と資質（DP) プロフェッショナリズム コミュニケーション能力
看護学の知識・技能・態度
　に基づく看護実践能力

問題発見・解決力 地域社会への貢献力

授業科目

看護の役割を理解し、その責務を
果たす能力、及び人間性を育む教
養と倫理観を備え、生涯にわたり
自己研鑽を図るとともに、看護学
の発展や必要な役割の創造に寄与
することができる能力。

看護実践、及び保健・医療・福祉
チームと連携・協働するために不
可欠な、人間関係の成立・発展に
資するコミュニケーション能力。

看護学の専門知識・技能・態度を
修得し、アセスメント結果に基づ
く根拠ある看護を実践する能力。

科学的探究心を備え、看護学に関
わる諸問題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的思考をも
とに解決策を提示する能力。

保健・医療・福祉における連携の
重要性を理解し、地域の人々の疾
病予防、健康・自立に貢献する能
力。

1 スタートアップセミナー ◎ ○ ○
1 社会学 ◎ ○
1 人間関係論 ◎ ◎
1 医療倫理 ◎ ○ ◎
1 文化人類学 ◎
1 音楽と健康 ○ ○
1 心理学 ○ ○
1 教育学 ○
4 日本国憲法 ○
1 環境と健康 ○ ◎
1 食物と健康 ○ ◎
1 薬と健康 ○ ◎
1 情報リテラシー基礎・応用 ◎ ○
4 歯と健康 ○ ○
4 漢方とサプリメント ○ ○
1 スポーツ ○ ○
4 健康とスポーツ ○
1 英語Ⅰ・Ⅱ ◎
3 英語Ⅲ ◎ ○
1 中国語 ○
1 コリア語 ○
1 ロシア語 ○
1 ドイツ語 ○
1 人体の構造と機能Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎
1 疾病の原因と成り立ち ◎

1･2 疾病の予防と治療Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎
1 薬理学と薬剤管理 ◎
2 感染症と微生物 ◎
2 栄養学 ◎
1 医療と看護の歴史 ◎ ○ ○
1 家族看護学 ◎ 〇
1 公衆衛生学 ◎ 〇
1 臨床心理学 ◎ ○
2 人間工学 ◎ ○
2 社会保障と法 ◎ 〇
2 多職種連携 ◎ ○ ○ ◎
3 疫学 ◎ 〇
1 ケアの基本理念 ○
1 在宅医療 ○ 〇
3 保健医療福祉行政論 ○ ※ 〇　※
3 保健統計学 ○ ※ 〇　※
4 ボランティア論 〇 〇
1 看護学原論 ◎ ○
1 看護の基本技術 ◎ ○
1 援助的人間関係論 ◎ ○
2 看護倫理学 ◎ ○
2 生活支援技術論 ○ ◎
2 治療過程支援技術論 ○ ◎
2 ヘルスアセスメント演習 ◎ ○ ○
2 看護過程展開技術演習 ○ ○ ◎ ○
2 生活支援技術演習 ○ ◎ ○
2 治療過程支援技術演習 ○ ◎ ○
1 基礎看護学実習Ⅰ ◎ ○ ◎ ○
2 基礎看護学実習Ⅱ ◎ ○ ◎ ○
2 公衆衛生看護学概論 ○ ※ ○ ※
3 公衆衛生看護活動論Ⅰ ○ ※ ○ ※
3 公衆衛生看護活動論Ⅱ ○ ※ ○ ※ ○ ※
3 公衆衛生看護管理論 ○ ※ ○ ※
4 公衆衛生看護政策論 ○ ※ ○ ※
3 公衆衛生看護学演習 ○ ※ ○ ※
4 公衆衛生看護学実習Ⅰ ◎ ※ ○ ※ ○ ※ ○ ※ ○ ※
4 公衆衛生看護学実習Ⅱ ◎ ※ ○ ※ ○ ※ ○ ※ ○ ※

専
門
科
目
に
関
す
る
授
業
科
目
（
専
門
基
礎
科
目

)

人
間
と
健
康

健
康
と
社
会
環
境

基
礎
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学

科
目
区
分

配
当
年
次

教
養
に
関
す
る
科
目

人
文
社
会
・
教
育
科
学

自
然
科
学

体
育

外
国
語
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黒字：必修科目　茶字:選択科目 ※：保健師課程必修科目 ◎DP達成に特に重要な科目 〇DP達成に重要な科目

身につける能力と資質（DP) プロフェッショナリズム コミュニケーション能力
看護学の知識・技能・態度
　に基づく看護実践能力

問題発見・解決力 地域社会への貢献力

授業科目

看護の役割を理解し、その責務を
果たす能力、及び人間性を育む教
養と倫理観を備え、生涯にわたり
自己研鑽を図るとともに、看護学
の発展や必要な役割の創造に寄与
することができる能力。

看護実践、及び保健・医療・福祉
チームと連携・協働するために不
可欠な、人間関係の成立・発展に
資するコミュニケーション能力。

看護学の専門知識・技能・態度を
修得し、アセスメント結果に基づ
く根拠ある看護を実践する能力。

科学的探究心を備え、看護学に関
わる諸問題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的思考をも
とに解決策を提示する能力。

保健・医療・福祉における連携の
重要性を理解し、地域の人々の疾
病予防、健康・自立に貢献する能
力。

科
目
区
分

配
当
年
次

1 地域・在宅看護概論 ◎ ○ ◎
1 地域・在宅看護論 ○ ◎ ◎
2 地域・在宅看護関係法規 ◎ ○ ◎
1 地域・在宅看護技術演習 ○ ◎ ○ ◎
2 在宅看護論実習 ◎ ○ ◎ ○ ◎

3･4 健康生活自己管理支援実習 ◎ ○ ◎ ○ ◎
2 成人看護学概論 ◎ ○
2 健康の慢性的揺らぎのある成人の看護 ◎ 〇
2 急激な健康破綻をきたした成人の看護 ◎ 〇
3 成人看護技術演習 ○ ◎ ○

3･4 健康の慢性的揺らぎのある成人の看護実習 ◎ ○ ◎ ○
3･4 急激な健康破綻をきたした成人の看護実習 ◎ ○ ◎ ○
2 老年看護学概論 ◎ ○
2 老年の疾病と治療 ◎
2 老年看護学実践論 ◎ 〇
3 老年看護技術演習 ○ ◎ ○
3 老年看護学実習 ◎ ○ ◎ ○ 〇
2 小児看護学概論 ◎ ○
2 小児の疾病と治療 ◎
2 小児看護学実践論 ◎ 〇
3 小児看護技術演習 ○ ◎ ○

3･4 小児看護学実習 ◎ ○ ◎ ○
2 母性看護学概論 ◎ ○
2 女性の疾病と治療 ◎
2 母性看護学実践論 ◎ 〇
3 母性看護技術演習 ○ ◎ ○

3･4 母性看護学実習 ◎ ○ ◎ ○
2 精神看護学概論 ◎ ○
2 精神の疾病と治療 ◎
2 精神看護学実践論 ◎ ○
3 精神看護技術演習 ○ ◎ ○
3 精神看護学実習 ◎ ○ ◎ ○
3 チーム医療論 ◎ ○ ○ ○ ○
4 チーム医療実習 ◎ ○ ◎ ○
3 看護管理学 ◎ ○ 〇
4 看護管理学実習 ◎ ○ ◎ ○
3 看護研究の基礎 ○ ○ ◎
3 看護研究演習Ⅰ ○ ○ ◎
4 看護研究演習Ⅱ ◎ ○ ◎
4 災害看護学 ○ ○ ○ ◎
4 国際看護学 ○ ○ ○ ◎
4 看護教育学 ○ ○ ○
4 新たな医療と看護の課題 ○ ○ ○ 〇
4 新潟の医療と看護の課題 ○ ○ ○ 〇

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と
課
題
の
探
求

専
門
科
目
に
関
す
る
授
業
科
目
（
専
門
教
育
科
目

)

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学
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科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数

看護管理学実習 2
看護研究演習Ⅱ（通年） 2

健康生活自己管理支援 2 健康の慢性的揺らぎのある 2 小児看護学実習 2 母性看護学実習 2 チーム医療実習 2
実習（3後～4前） 成人の看護実習（3後～4前） （3後～4前） （3後～4前） 看護研究演習Ⅱ（通年）

急激な健康破綻をきたした 2 災害看護学 1
成人の看護実習（3後～4前） 国際看護学 1

ボランティア論 1 新潟の医療と看護の課題 1

健康生活自己管理支援 健康の慢性的揺らぎのある 老年看護学実習 2 小児看護学実習 母性看護学実習 精神看護学実習 2 看護研究演習Ⅰ 1
実習（3後～4前） 成人の看護実習（3後～4前） （3後～4前） （3後～4前）

急激な健康破綻をきたした
成人の看護実習（3後～4前）

英語Ⅲ 1 疫学 2 成人看護技術演習 1 老年看護技術演習 1 小児看護技術演習 1 母性看護技術演習 1 精神看護技術演習 1 チーム医療論 1
看護管理学 2
看護研究の基礎 1

保健医療福祉行政論 2

多職種連携 1 看護過程展開技術演習 1 在宅看護論実習 2 急激な健康破綻を 2 老年看護学実践論 1 小児看護学実践論 1 母性看護学実践論 1 精神看護学実践論 1
生活支援技術演習（通年） 2 きたした成人の看護
治療過程支援技術演習 1
基礎看護学実習Ⅱ 2

公衆衛生看護学概論 2

疾病の予防と治療Ⅱ 2 人間工学 1 看護倫理学 1 地域・在宅看護関係法規 1 成人看護学概論 1 老年看護学概論 1 小児看護学概論 1 母性看護学概論 1 精神看護学概論 1
疾病の予防と治療Ⅲ 1 社会保障と法 1 生活支援技術論 2 地域・在宅看護技術演習 2 健康の慢性的揺らぎ 2 老年の疾病と治療 1 小児の疾病と治療 1 女性の疾病と治療 1 精神の疾病と治療 1
感染症と微生物 1 治療過程支援技術論 1 のある成人の看護
栄養学 1 ヘルスアセスメント演習 1

生活支援技術演習（通年）

文化人類学 1 食物と健康 1 英語Ⅱ 1 人体の構造と機能Ⅲ 1 家族看護学 1 看護の基本技術 1 地域・在宅看護概論 2
薬と健康 1 疾病の原因と成り立ち 2 公衆衛生学 2 援助的人間関係論 1 地域・在宅看護論 2
情報リテラシー応用 2 疾病の予防と治療Ⅰ 2 臨床心理学 1

薬理学と薬剤管理 2

心理学 1 ドイツ語（通年） 2 在宅医療 1
教育学 1

スタートアップセミナー 2 環境と健康 1 英語Ⅰ 2 人体の構造と機能Ⅰ 2 医療と看護の歴史 1 看護学原論 2
社会学 1 情報リテラシー基礎 2 人体の構造と機能Ⅱ 2 基礎看護学実習Ⅰ 1
人間関係論 1
医療倫理 1

スポーツ 1 ドイツ語（通年）

【表記説明】 斜体文字：複数学期にわたり履修する科目。単位数は最終履修学期に計上。

【看護師履修モデル】
履修
年次

期
必修
選択

教養に関する科目 専門教育に関する授業科目（専門基礎科目） 専門教育に関する授業科目（専門教育科目）
年間

単位数
人文社会・教育科学 自然科学 体育 外国語 人間と健康 健康と社会環境 基礎看護学 公衆衛生看護学 地域・在宅看護論 成人看護学 老年看護学 小児看護学 母性看護学 精神看護学 看護統合と課題探求

4年次

後期

必修

20

選択

前期

必修

選択

3年次

後期

必修

19

選択

前期

必修

選択

2年次

後期

必修

43

選択

前期

必修

選択

1年次

後期

必修

47

選択

前期

必修

選択

卒業要件 必修科目17単位+外国語選択科目2単位以上＋その他の選択科目3単位以上 必修26単位+選択4単位以上 必修74単位+選択2単位以上

赤字：選択科目

【資料4】
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科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数 科目名 単位

数 科目名 単位
数

看護管理学実習 2
看護研究演習Ⅱ（通年） 2

健康生活自己管理支援 2 健康の慢性的揺らぎのある 2 小児看護学実習 2 母性看護学実習 2 チーム医療実習 2
実習（3後～4前） 成人の看護実習（3後～4前） （3後～4前） （3後～4前） 看護研究演習Ⅱ（通年）

急激な健康破綻をきたした 2 災害看護学 1
成人の看護実習（3後～4前） 国際看護学 1

日本国憲法△ 2 健康とスポーツ△ 1 公衆衛生看護政策論※ 1 新たな医療と看護の課題 2
公衆衛生看護学演習※ 1
公衆衛生看護学実習Ⅰ※ 2
公衆衛生看護学実習Ⅱ※ 3

健康生活自己管理支援 健康の慢性的揺らぎのある 老年看護学実習 2 小児看護学実習 母性看護学実習 精神看護学実習 2 看護研究演習Ⅰ 1
実習（3後～4前） 成人の看護実習（3後～4前） （3後～4前） （3後～4前）

急激な健康破綻をきたした
成人の看護実習（3後～4前）

英語Ⅲ 1 疫学 2 成人看護技術演習 1 老年看護技術演習 1 小児看護技術演習 1 母性看護技術演習 1 精神看護技術演習 1 チーム医療論 1
看護管理学 2
看護研究の基礎 1

保健医療福祉行政論※ 2 公衆衛生看護活動論Ⅰ※ 2
保健統計学※ 2 公衆衛生看護活動論Ⅱ※ 2

公衆衛生看護管理論※ 2

多職種連携 1 看護過程展開技術演習 1 在宅看護論実習 2 急激な健康破綻を 2 老年看護学実践論 1 小児看護学実践論 1 母性看護学実践論 1 精神看護学実践論 1
生活支援技術演習（通年） 2 きたした成人の看護
治療過程支援技術演習 1
基礎看護学実習Ⅱ 2

公衆衛生看護学概論※ 2

疾病の予防と治療Ⅱ 2 人間工学 1 看護倫理学 1 地域・在宅看護関係法規 1 成人看護学概論 1 老年看護学概論 1 小児看護学概論 1 母性看護学概論 1 精神看護学概論 1
疾病の予防と治療Ⅲ 1 社会保障と法 1 生活支援技術論 2 地域・在宅看護技術演習 2 健康の慢性的揺らぎ 2 老年の疾病と治療 1 小児の疾病と治療 1 女性の疾病と治療 1 精神の疾病と治療 1
感染症と微生物 1 治療過程支援技術論 1 のある成人の看護
栄養学 1 ヘルスアセスメント演習 1

生活支援技術演習（通年）

文化人類学 1 食物と健康 1 英語Ⅱ 1 人体の構造と機能Ⅲ 1 家族看護学 1 看護の基本技術 1 地域・在宅看護概論 2
薬と健康 1 疾病の原因と成り立ち 2 公衆衛生学 2 援助的人間関係論 1 地域・在宅看護論 2
情報リテラシー応用 2 疾病の予防と治療Ⅰ 2 臨床心理学 1

薬理学と薬剤管理 2

中国語（通年） 2

スタートアップセミナー 2 環境と健康 1 英語Ⅰ 2 人体の構造と機能Ⅰ 2 医療と看護の歴史 1 看護学原論 2
社会学 1 情報リテラシー基礎 2 人体の構造と機能Ⅱ 2 基礎看護学実習Ⅰ 1
人間関係論 1
医療倫理 1

スポーツ△ 1 中国語（通年）

【表記説明】 斜体文字：複数学期にわたり履修する科目。単位数は最終履修学期に計上。  △ ： 養護教諭二種免許取得のための必須科目

【保健師履修モデル】
履修
年次

期
必修
選択

教養に関する科目
人文社会・教育科学 自然科学 体育 外国語 人間と健康 健康と社会環境 基礎看護学 公衆衛生看護学 地域・在宅看護論 母性看護学 精神看護学 看護統合と課題探求

専門教育に関する授業科目（専門基礎科目） 専門教育に関する授業科目（専門教育科目）
年間

単位数
成人看護学 老年看護学 小児看護学

4年次

後期

必修

30

選択

前期

必修

選択

3年次

後期

必修

27

選択

前期

必修

選択

2年次

後期

必修

43

選択

前期

必修

選択

44

選択

前期

必修

選択

卒業要件 必修科目17単位+外国語選択科目2単位以上＋その他の選択科目3単位以上 必修26単位+選択4単位以上 必修74単位+選択2単位以上

 ※ ： 保健師免許取得のための必須科目 赤字：選択科目

1年次

後期

必修
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　　教育課程

3 2 2 2 2 2

必修 選択

スタートアップセミナー 1前 2 15 ②
社会学 1前 1 15 ①

人間関係論 1前 1 15 ①

医療倫理 1前 1 30 ①
文化人類学 1後 1 15 ①
音楽と健康 1前 1 15 ①

心理学 1後 1 15 ①
教育学 1後 1 15 ①

日本国憲法 4前 2 15 ②

環境と健康 1前 1 15 ①

食物と健康 1後 1 15 ①

薬と健康 1後 1 15 ①

情報リテラシー基礎 1前 2 15 ②

情報リテラシー応用 1後 2 15 ②

歯と健康 4前 1 15 ①

漢方とサプリメント 4前 1 15 ①

スポーツ 1前 1 30 ①

健康とスポーツ 4前 1 30 ①

英語Ⅰ 1前 2 15 ②

英語Ⅱ 1後 1 15 ①

英語Ⅲ 3前 1 30 ①

中国語 1通 2 23 ②

コリア語 1通 2 23 ②

ロシア語 1通 2 23 ②

ドイツ語 1通 2 23 ②

22

人体の構造と機能Ⅰ 1前 2 15 ②

人体の構造と機能Ⅱ 1前 2 15 ②

人体の構造と機能Ⅲ 1後 1 15 ①

疾病の原因と成り立ち 1後 2 15 ②

疾病の予防と治療Ⅰ 1後 2 15 ②

疾病の予防と治療Ⅱ 2前 2 15 ②

疾病の予防と治療Ⅲ 2前 1 15 ①

薬理学と薬剤管理 1後 2 15 ②

感染症と微生物 2前 1 15 ①

栄養学 2前 1 15 ①

医療と看護の歴史 1前 1 15 ①

家族看護学 1後 1 15 ① ①

公衆衛生学 1後 2 15 ②

臨床心理学 1後 1 15 ①

人間工学 2前 1 15 ①

社会保障と法 2前 1 15 ①

多職種連携 2後 1 15 ①

疫学 3前 2 15 ② ②

ケアの基本理念 1後 1 15 ①

在宅医療 1後 1 15 ①

保健医療福祉行政論 3前 2 15 ② ②

保健統計学 3前 2 15 ② ②

ボランティア論 4前 1 15 ①

30

看護学原論 1前 2 15 ②

看護の基本技術 1後 1 15 ①

援助的人間関係論 1後 1 15 ①

看護倫理学 2前 1 15 ①

生活支援技術論 2前 2 15 ②

治療過程支援技術論 2前 1 15 ①

ヘルスアセメント演習 2前 1 30 ①

看護過程展開技術演習 2後 1 30 ①

生活支援技術演習 2通 2 30 ②

治療過程支援技術演習 2後 1 30 ①

基礎看護学実習Ⅰ 1前 1 45 ①

基礎看護学実習Ⅱ 2後 2 45 ②
公衆衛生看護学概論 2後 2 15 ② ②
公衆衛生看護活動論Ⅰ※ 3前 2 15 ②
公衆衛生看護活動論Ⅱ※ 3前 2 30 ②
公衆衛生看護管理論※ 3前 2 15 ②
公衆衛生看護政策論※ 4前 1 15 ①
公衆衛生看護学演習※ 4前 1 30 ①
公衆衛生看護学実習Ⅰ※ 4前 2 45 ② ②
公衆衛生看護学実習Ⅱ※ 4前 3 45 ③ ③
地域・在宅看護概論 1後 2 15 ② ②
地域・在宅看護論 1後 2 15 ②
地域・在宅看護関係法規 2前 1 15 ① ①
地域・在宅看護技術演習 2前 2 30 ② ②

在宅看護論実習 2後 2 45 ②
健康生活自己管理支援実習 3後～4前 2 45 ②

成人看護学概論 2前 1 15 ①
健康な慢性的揺らぎのある成人看護 2前 2 15 ②
急激な健康破綻をきたした成人の看護 2後 2 15 ②

成人看護技術演習 3前 1 30 ①
健康な慢性的揺らぎのある成人看護実習 3後～4前 2 45 ②
急激な健康破綻をきたした成人の看護実習 3後～4前 2 45 ②

老年看護学概論 2前 1 15 ①

老年の疾病と治療 2前 1 15 ①

老年看護学実践論 2後 1 15 ①

老年看護技術演習 3前 1 30 ①

老年看護学実習 3後 2 45 ②

小児看護学概論 2前 1 15 ①

小児の疾病と治療 2前 1 15 ①

小児看護学実践論 2後 1 15 ①

小児看護技術演習 3前 1 30 ①

小児看護学実習 3後～4前 2 45 ②

母性看護学概論 2前 1 15 ①

女性の疾病と治療 2前 1 15 ①

母性看護学実践論 2後 1 15 ①

母性看護技術演習 3前 1 30 ①

母性看護学実習 3後～4前 2 45 ②

精神看護学概論 2前 1 15 ①

精神の疾病と治療 2前 1 15 ①

精神看護学実践論 2後 1 15 ① ①

精神看護技術演習 3前 1 30 ①

精神看護学実習 3後 2 45 ②

チーム医療論 3前 1 15 ①

チーム医療実習 4前 2 45 ②

看護管理学 3前 2 15 ②

看護管理学実習 4後 2 45 ②

看護研究の基礎 3前 1 15 ①

看護研究演習Ⅰ 3後 1 30 ①

看護研究演習Ⅱ 4通 2 30 ②

災害看護学 4前 1 15 ① ①

国際看護学 4前 1 15 ①

看護教育学 4前 1 15 ①
新たな医療と看護の課題 4前 2 15 ②
新潟の医療と看護の課題 4前 1 15 ①

76 2 7 4 4 2 2 3 2 29

128 128 10

143 141 29

26 1

※「公衆衛生看護学領域」の「公衆衛生看護学概論」以外の科目は、保健師課程選択者のみ履修可能。

教
養
に
関
す
る
科
目

必修17
単位
+

外国語
選択2単位

+
その他

選択3単位

22

自
然
科
学

外
国
語

22小計

体
育

人
文
社
会
・
教
育
科
学

指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野 専門分野 臨地実習

計

公衆衛生看護学

疫
学

様式第２号（その２）

教　育　課　程　と　指　定　規　則　と　の　対　比　表

　（看護師学校）（保健師学校）（新潟薬科大学看護学部看護学科）

計

公衆衛生看護学実習

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会

の
理
解

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保

障
制
度

別表３（看護師課程） 別表１（保健師課程）

区　分 授業科目

配
当
年
次

単位数
1単位
当たり
の時間

数

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と

実
践

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

16 6 11 6

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

個
人
・
家
族
・
集
団
・

組
織
の
支
援
実
習

公
衆
衛
生
看
護
活
動

展
開
論
実
習

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

実
習

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

個
人
・
家
族
・
集
団
・

組
織
の
支
援

保
健
統
計
学

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

臨地実習

7

健
康
と
社
会
環
境

30

4(3) 2 3 31(28)
23（※）

4

102 2 16(14) 2 26 4 4 4 4 4

履修方法
及び

卒業要件

14

専
門
教
育
に
関
す
る
授
業
科
目
（

専
門
教
育
科
目
）

基
礎
看
護
学

看護師
学校

必修74
単位
+

選択2単位

保健師
学校

「公衆衛
生看護

学」領域
の全科目
を履修
必修89
単位
+

選択2単位

76

小
児
看
護
学

0

専
門
教
育
に
関
す
る
授
業
科
目
（

専
門
基
礎
科
目
）

人
間
と
健
康

看護師
学校

必修26
単位
+

選択4単位

保健師
学校

「保健医
療福祉行
政論」

「保健統
計学」
を履修
必修30
単位

30

小計

小計

0 53 23 3

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

1

看
護
統
合
と
課
題
探
究

1

20

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学

地

域

・

在

宅

看

護

論

卒業要件単位数（最低単位数） 22 30 53 23 10 0
保健師国家試験受験資格を取得する場合の最低必要単位数 - 24 5

1 08 8 10 0指定規則に対する増単位数
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新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字

担当教員 講義室 担当教員 講義室 担当教員 講義室 担当教員 講義室 担当教員 講義室
前
1

前
1

前
2

小宮山 B201
前
2

前
1

平山 203・204 川崎 203・204 川崎 203・204
前
1

前
2

小林 203・204 遠山 大講 定方、石田 大講
前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

前
1

前
2

宮坂 B201 宮坂 B201
前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

公衆衛生看護活動論Ⅰ  齋藤 205・206 公衆衛生看護活動論Ⅰ 齋藤 205・206
前
1

前
2

日下 205・206 日下 205・206
前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

前
1

前
2

中島 B201
前
2

前
1

成澤・平山 203･204 飯島 203・204 原 203・204
前
1

前
2

成澤 203･204 青木 203・204 渡邉 203・204
前
2

前
1

大澤 205・206 大澤 205・206
前
1

前
2

中村、北村 205・206 中村、北村 205・206
前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

岩田 B201 岩田 B201 定方、戸田 B201
前
1

前
2

山下 B201 山下 B201
前
2

前
1

日下 203・204 中垣 203・204
前
1

前
2

日下 203・204
前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

村山 B201
前
1

前
2

前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

前
1

戸田、石綿、小山、野原、
古地、平山、成澤、中垣、
定方、篠原、日下

205・206
前
1

前
2

小山、戸田、古地、定
方

205・206
前
2

前
1

前
1

前
2

前
2

新潟の医療と看護の課題 定方、巳亦、
諸𣘺𣘺、ブロード

大講

精・在演

スタートアップセミナー 定方、戸田、
篠原、諸𣘺𣘺

205・206

看護管理学 看護管理学

基礎 ヘルスアセスメント演習

小・母性演 小児看護技術演習

母性看護技術演習 定方、巳亦、
諸𣘺𣘺、ブロード

精・在演

203・204 ヘルスアセスメント演習 戸田、川崎、大野

大講平山

スタートアップセミナー 定方、戸田、
篠原、諸𣘺𣘺

B201

地域・在宅看護関係法規　　 小山、野原

公衆衛生看護活動論Ⅱ　　 野原、齋藤 205・206 公衆衛生看護活動論Ⅱ 野原、齋藤 205・206

月

1
年

人間関係論 篠原、成澤

2
年

3
年

大講

9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

月

B201

情報リテラシー基礎（共）
　　　　中国語/コリア語/

ロシア語/ドイツ語（共）
スポーツ（共）

高津、井坂、若栗
　　　劉、朴、本田、
LOKTIONOV、倉持

髙橋、田村

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

母性看護学概論 定方 203・204
看護倫理学

情報実習室
　B101・B102・
　B301・B302
　　体育館

スポーツ（共）
社会学

高橋、田村 体育館

生活支援技術論 生活支援技術論 2
年社会保障と法 小児の疾病と治療 女性の疾病と治療

1
年

情報実習室
　B101・B102・
　B301・B302
　　体育館

情報リテラシー基礎（共）
　　　　中国語/コリア語/

ロシア語/ドイツ語（共）
スポーツ（共）

高津、井坂、若栗
　　　劉、朴、本田、
LOKTIONOV、倉持

髙橋、田村

成人看護技術演習 古地、平山、
西山、山本

基礎
3
年

成人看護技術演習 古地、平山、
西山、山本

基礎

4
年

4
年

ボランティア論 石綿 看護研究演習Ⅱ ※1 -

1
年

火

医療倫理演習 医療倫理演習

疾病の予防と治療Ⅱ

英語Ⅰ 大竹 B201

福多、高橋、
藤澤、小山（諭）

203・204 治療過程支援技術論　　 戸田、川崎、大野 基礎
2
年

川崎

災害看護学

火

1
年

2
年

B201

3
年

4
年

新たな医療と看護の課題
定方、篠原、戸田、
小山、古地、成澤、
中垣、青柳

大講 新たな医療と看護の課題
定方、篠原、戸田、
小山、古地、成澤、
中垣、青柳

大講

精神看護技術演習　　 篠原、日下 精・在演 精神看護技術演習 篠原、日下
3
年

4
年

水

1
年

保健統計学 野原

斎藤
4
年

国際看護学

公衆衛生看護管理論 野原

205・206

1
年

環境と健康

3
年

英語Ⅲ 定方

4
年

2
年

精神看護学概論　　 小児看護学概論

水

音楽と健康

栄養学 2
年疾病の予防と治療Ⅲ 感染症と微生物

人間工学

保健医療福祉行政論

4
年

生活支援技術演習

野原、齋藤

1
年

2
年

3
年

日下 大講 漢方とサプリメント

203・204
老年看護学概論　　

老年の疾病と治療　　　

1
年

保健医療福祉行政論
205・206

3
年疫学 疫学

木

1
年

人体の構造と機能Ⅰ 人体の構造と機能Ⅰ
看護学原論 戸田 B201

医療と看護の歴史

3
年

老年看護技術演習 成澤、山崎、橋本 基礎 老年看護技術演習

公衆衛生看護学演習 野原、齋藤

成澤、山崎、橋本 基礎 小児看護技術演習 中垣、坪川、
五十嵐

大講 歯と健康  黒川 大講

木

人体の構造と機能Ⅱ 人体の構造と機能Ⅱ

生活支援技術演習 川崎、石綿、大野 基礎
2
年精神の疾病と治療

川崎、石綿、大野 基礎

4
年

中垣、坪川、
五十嵐

小・母性演
3
年

1
年

金

2
年

地域・在宅看護技術演習
小山、明神、古地、
成澤、中垣、定方、
日下

精・在演 地域・在宅看護技術演習
小山、明神、古地、
成澤、中垣、定方、
日下

情報リテラシー基礎(共)

スポーツ(共）

高津、井坂、
若栗
　　　高橋、田村

情報実習室

　　　体育館
スポーツ（共） 高橋、田村 体育館

看護研究の基礎

情報リテラシー基礎(共)

スポーツ(共）

3
年

4
年

2
年

高津、井坂、
若栗
　　　高橋、田村

情報実習室

　　　体育館

4
年

高橋、田村 体育館 健康とスポーツ 高橋、田村健康とスポーツ

臨地実習
4年：チーム医療実習、健康の慢性的揺らぎのある成人の看護実習、急激な健康破綻をきたした成人の看護実習、健康生活自己管理支援実習、小児看護学実習、母性看護学実習、公衆衛生看護学実習Ⅰ、公衆衛生看護学実習Ⅱ

1年：基礎看護学実習Ⅰ

看護教育学  戸田 大講 公衆衛生看護政策論  野原、齋藤 大講

金

体育館

古地 203・204 健康の慢性的揺らぎのある
成人の看護

精・在演

成人看護学概論

定方、巳亦、
諸𣘺𣘺、ブロード

小・母演

平山、清水、田口 203・204

精・在演公衆衛生看護学演習

チーム医療論
小・母演 母性看護技術演習

※1　看護研究演習Ⅱ 担当教員：定方・野原・石綿・日下・古地・成澤・篠原・小山・戸田・中垣・平山・川﨑・齋藤・坪川 月曜日Ⅲ限を基本とするが、担当教員により変更となる場合がある。
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新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

担当教員 講義室 担当教員 講義室 担当教員 講義室 担当教員 講義室 担当教員 講義室
後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

山下 B201
後
1

後
2

木村 B201 斎藤 B201 猪俣 B201
後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

田村 大講 田村 大講
後
2

後
1

大澤 B201 大澤 B201
後
1

後
2

猪俣 B201 中村 B201
後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

小山 B201 小山 B201 朝倉、篠原(久)、
関(明)

B201
後
1

後
2

松本、佐藤 B201 大竹 B201
後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

小山、古地、成澤、
中垣、定方、日下

B201 小山、古地、成澤、
中垣、定方、日下

B201 富永、浅田、星名、伊藤、
島倉、若栗、関川

B204 富永、浅田、星名、伊藤、
島倉、若栗、関川

B204
後
1

後
2

青木 B201 青木 B201
後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

後
1

後
1

後
2

※1 - ※1 -
後
2

後
1

後
1

後
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10

小山（諭） B201
情報リテラシー応用(共)

           中国語/コリア語
 ロシア語/ドイツ語(共）

富永、浅田、星名、伊藤
島倉、若栗、関川　　劉、

朴、本田、
　　 LOKTIONOV、倉持

B204
　B101・B102
　B301・B302

3
年

看護研究演習Ⅱ ※2 -

治療過程支援技術演習

授業科目

月

基礎
2
年

2
年

多職種連携 小山、戸田、平山、
古地、定方

川崎、石綿、大野 基礎203・204

月

1
年

看護の基本技術 戸田 B201

4
年

3
年

疾病の原因と成り立ち

火

1
年

人体の構造と機能Ⅲ

2
年

203・204 公衆衛生看護学概論 野原

3
年

203・204 看護過程展開技術演習

4
年

火

教育学 在宅医療 心理学

急激な健康破綻をきたした
成人の看護

古地
2
年

日本国憲法 日本国憲法

4
年

3
年

石綿、川崎、大野

水

1
年

援助的人間関係論 石綿 B201 ケアの基本理念

3
年

4
年

2
年

老年看護学実践論 成澤、山崎、橋本 203・204 小児看護学実践論

水

臨床心理学 文化人類学

公衆衛生学 1
年

3
年

4
年

公衆衛生学

木

1
年

地域・在宅看護概論 地域・在宅看護概論
薬理学と薬剤管理 坂爪、関川 B201

薬と健康

2
年

母性看護学実践論 定方 203・204 精神看護学実践論 篠原

3
年

4
年

川崎、石綿、大野

木

食物と健康 英語Ⅱ

203・204 生活支援技術演習 川崎、石綿、大野 基礎 生活支援技術演習

金

1
年

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論 情報リテラシー応用(共) 情報リテラシー応用(共)

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅰ 看護研究演習Ⅰ

疾病の予防と治療Ⅰ

情報リテラシー応用(共)
  中国語/コリア語

 ロシア語/ドイツ語(共）

授業科目 授業科目

203・204

3
年

授業科目

4
年

1
年

治療過程支援技術演習 川崎、石綿、大野

富永、浅田、星名、伊藤
島倉、若栗、関川　　劉、

朴、本田、
　　 LOKTIONOV、倉持

B204
　B101・B102
　B301・B302

授業科目
13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

臨地実習

2年：在宅看護論実習、基礎看護学実習Ⅱ

3年：健康の慢性的揺らぎのある成人の看護実習、急激な健康破綻をきたした成人の看護実習、健康生活自己管理支援実習、小児看護学実習、母性看護学実習、老年看護学実習、精神看護学実習

4年：看護管理学実習

1
年

家族看護学 日下 B201

中垣、坪川、
五十嵐

石綿 B201

203・204

4
年

2
年

4
年

基礎

3
年

203・204 看護過程展開技術演習 石綿、川崎、大野

※1　看護研究演習Ⅰ 担当教員：定方・野原・石綿・日下・古地・成澤・篠原・小山・戸田・中垣・平山・川﨑・齋藤・坪川 金曜日Ⅲ・Ⅳ限を基本とするが、担当教員により変更となる場合がある。

※2　看護研究演習Ⅱ 担当教員：定方・野原・石綿・日下・古地・成澤・篠原・小山・戸田・中垣・平山・川﨑・齋藤・坪川 月曜日Ⅲ限を基本とするが、担当教員により変更となる場合がある。

2
年

1
年

1
年

2
年

金

疾病の予防と治療Ⅰ

-審査意見（6月）（資料）-9-



定方　美恵子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

母性看護学概論
女性の疾病と治療

2
年

月
3
年

多職種連携

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ

4
年

新たな医療と看護の課題

4
年

2
年

火

1
年

2
年

1
年

3
年

3
年

水

1
年

スタートアップセミナー スタートアップセミナー

2
年

4
年

新たな医療と看護の課題 新潟の医療と看護の課題

火

水

1
年

4
年

3
年

3
年

2
年

2
年

医療と看護の歴史

木

1
年

4
年

3
年

母性看護学実践論

4
年

3
年

木

1
年

4
年

金

1
年

2
年

英語Ⅲ

4
年

3
年 チーム医療論

金

1
年

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅰ 看護研究演習Ⅰ

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論

2
年

地域・在宅看護技術演習 地域・在宅看護技術演習

母性看護技術演習 母性看護技術演習
看護研究の基礎

-審査意見（6月）（資料）-10-



野原　真理
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

4
年

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月
3
年

公衆衛生看護活動論Ⅱ　　 公衆衛生看護活動論Ⅱ

2
年

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ

4
年

4
年

3
年

公衆衛生看護学概論

1
年

火

1
年

2
年

火
3
年

2
年

4
年

3
年

水

1
年

2
年

地域・在宅看護関係法規　　

公衆衛生看護管理論

4
年

3
年

4
年

2
年

水

1
年

2
年

木

1
年

2
年

3
年

公衆衛生看護学演習

3
年

公衆衛生看護学演習

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

4
年

公衆衛生看護政策論  

3
年

金

1
年

2
年

3
年 看護研究演習Ⅰ

看護研究の基礎

4
年

看護研究演習Ⅰ
保健統計学

-審査意見（6月）（資料）-11-



石綿　啓子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月
3
年

治療過程支援技術演習
2
年

2
年

治療過程支援技術演習

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ
ボランティア論 看護研究演習Ⅱ

2
年

4
年

4
年

3
年

看護過程展開技術演習 看護過程展開技術演習

1
年

火

1
年

4
年

火
3
年

2
年

水

1
年

2
年

2
年

水

1
年

援助的人間関係論

4
年

ケアの基本理念

3
年

4
年

3
年

2
年

生活支援技術演習 生活支援技術演習

木

1
年

2
年

3
年

生活支援技術演習 生活支援技術演習

木

1
年

4
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

4
年

3
年

看護研究の基礎

看護研究演習Ⅰ

金

1
年

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅰ

-審査意見（6月）（資料）-12-



日下　修一
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

公衆衛生看護活動論Ⅰ  
後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

精神の疾病と治療

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目
14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月

2
年

3
年

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ

1
年

看護管理学 看護管理学

4
年

4
年

2
年

家族看護学

火

1
年

2
年

3
年

精神看護技術演習　　 精神看護技術演習
3
年

水

1
年

2
年

4
年

火

水

1
年

4
年

3
年

3
年

2
年

4
年

国際看護学

2
年

精神看護学概論　　

木

1
年

2
年

3
年

3
年

木

1
年

4
年

4
年

金

1
年

2
年

4
年

3
年

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論

看護研究の基礎

地域・在宅看護技術演習 地域・在宅看護技術演習

金

1
年

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅰ 看護研究演習Ⅰ

-審査意見（6月）（資料）-13-



古地　順子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

看護研究演習Ⅱ

4
年

3
年

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

3
年

2
年

1
年

Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目授業科目 授業科目

1
年

月

成人看護技術演習成人看護技術演習

2
年

多職種連携

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ

4
年

新たな医療と看護の課題

4
年

新たな医療と看護の課題

2
年

火

1
年

2
年

3
年

急激な健康破綻をきたした
成人の看護

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火

水

1
年

3
年

2
年

4
年

4
年

2
年

木

1
年

2
年

3
年

3
年

金

1
年

2
年

地域・在宅看護技術演習 地域・在宅看護技術演習

木

1
年

4
年

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論

3
年 看護研究演習Ⅰ

金

1
年

2
年

3
年

看護研究の基礎

成人看護学概論

4
年

チーム医療論 看護研究演習Ⅰ

4
年

-審査意見（6月）（資料）-14-



小山　歌子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

地域・在宅看護関係法規　　

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月
3
年

2
年

2
年

多職種連携

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ

1
年

4
年

新たな医療と看護の課題

4
年

2
年

火

1
年

2
年

3
年

3
年

水

1
年

2
年

新たな医療と看護の課題

火

3
年

3
年

4
年

2
年

4
年

水

1
年

4
年

2
年

木

1
年

地域・在宅看護概論 地域・在宅看護概論

2
年

3
年

3
年

4
年

木

1
年

4
年

金

1
年

2
年

3
年

金

1
年

2
年

地域・在宅看護技術演習 地域・在宅看護技術演習

4
年

3
年

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論

4
年

看護研究演習Ⅰチーム医療論 看護研究演習Ⅰ

看護研究の基礎

-審査意見（6月）（資料）-15-



篠原　百合子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

人間関係論

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月
3
年

2
年

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ

1
年

4
年

新たな医療と看護の課題

4
年

2
年

火

1
年

2
年

3
年

精神看護技術演習　　 精神看護技術演習
3
年

水

1
年

スタートアップセミナー スタートアップセミナー

2
年

4
年

新たな医療と看護の課題

火

水

1
年

4
年

3
年

2
年

4
年

3
年

2
年

木

1
年

2
年

3
年

精神看護学実践論

3
年

4
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

3
年 看護研究演習Ⅰ

看護研究の基礎

4
年

看護研究演習Ⅰ

4
年

-審査意見（6月）（資料）-16-



戸田　肇
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

チーム医療論

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

看護の基本技術

月
3
年

2
年

2
年

多職種連携

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ
4
年

2
年

ヘルスアセスメント演習 ヘルスアセスメント演習

火

1
年

2
年

3
年

3
年

4
年

水

1
年

スタートアップセミナー スタートアップセミナー

2
年

火

1
年

4
年

2
年

水

1
年

4
年

3
年

4
年

3
年

医療と看護の歴史

木

1
年

2
年

2
年

3
年

看護学原論

3
年

4
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

4
年

3
年

看護教育学  

金

1
年

2
年

3
年 看護研究演習Ⅰ

看護研究の基礎

看護研究演習Ⅰ

4
年

-審査意見（6月）（資料）-17-



中垣　紀子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

小児看護技術演習

新たな医療と看護の課題

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月
3
年

2
年

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ

1
年

4
年

新たな医療と看護の課題

4
年

2
年

火

1
年

2
年

3
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火

水

1
年

4
年

3
年

2
年

小児看護学実践論

4
年

3
年

2
年

小児看護学概論

木

1
年

2
年

3
年

小児看護技術演習
3
年

4
年

金

1
年

2
年

地域・在宅看護技術演習 地域・在宅看護技術演習

木

1
年

4
年

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論

金

1
年

2
年

3
年 看護研究演習Ⅰ

4
年

看護研究演習Ⅰ

4
年

3
年

看護研究の基礎

-審査意見（6月）（資料）-18-



平山　恵美子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

健康の慢性的揺らぎのある
成人の看護

4
年

看護研究演習Ⅱ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月

成人看護技術演習
3
年

成人看護技術演習

2
年

2
年

看護倫理学
多職種連携

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ

1
年

4
年

4
年

2
年

火

1
年

2
年

3
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

災害看護学

火

水

1
年

老年看護学概論

4
年

3
年

2
年

4
年

3
年

2
年

木

1
年

2
年

3
年

木

1
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

3
年

金

1
年

2
年

4
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅰ看護研究演習Ⅰ

看護研究の基礎

-審査意見（6月）（資料）-19-



川﨑　久子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

水

1
年

看護研究演習Ⅱ 看護研究演習Ⅱ

看護過程展開技術演習

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

月
3
年

治療過程支援技術演習
2
年

2
年

治療過程支援技術演習
生活支援技術論 生活支援技術論

3
年

4
年

1
年

4
年

4
年

3
年

2
年

治療過程支援技術論　　 ヘルスアセスメント演習 ヘルスアセスメント演習

火

1
年

2
年

看護過程展開技術演習

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火

4
年

3
年

2
年

4
年

3
年

2
年

生活支援技術演習 生活支援技術演習

木

1
年

2
年

3
年

生活支援技術演習 生活支援技術演習

3
年

木

1
年

4
年

金

1
年

2
年

4
年

3
年

4
年

金

1
年

2
年

3
年 看護研究演習Ⅰ 看護研究演習Ⅰ

4
年

-審査意見（6月）（資料）-20-



齋藤　智子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

公衆衛生看護活動論Ⅰ  公衆衛生看護活動論Ⅰ
後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

公衆衛生看護活動論Ⅱ　　 公衆衛生看護活動論Ⅱ

2
年

2
年

月
3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ

1
年

4
年

4
年

火

1
年

2
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

2
年

2
年

水

1
年

4
年

4
年

3
年

3
年

2
年

公衆衛生看護学演習 公衆衛生看護学演習

3
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

2
年

木

1
年

金

1
年

2
年

3
年 看護研究演習Ⅰ

4
年

公衆衛生看護政策論  

看護研究演習Ⅰ

4
年

3
年

4
年

3
年

看護研究演習Ⅱ

-審査意見（6月）（資料）-21-



坪川　麻樹子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

2
年

月
3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ
4
年

2
年

火

1
年

2
年

1
年

4
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

水

1
年

4
年

2
年

4
年

3
年

3
年

小児看護技術演習 小児看護技術演習

2
年

3
年

木

1
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

3
年 看護研究演習Ⅰ看護研究演習Ⅰ

4
年

4
年

3
年

2
年

老年看護学実践論 小児看護学実践論

-審査意見（6月）（資料）-22-



成澤　幸子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論

2
年

老年看護学実践論
老年看護学概論　　

老年の疾病と治療　　　

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

3
年

2
年

Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20

授業科目
16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目授業科目

1
年

月

2
年

3
年

4
年

看護研究演習Ⅱ看護研究演習Ⅱ

4
年

新たな医療と看護の課題

4
年

1
年

2
年

火

1
年

2
年

3
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

新たな医療と看護の課題

火

水

1
年

4
年

3
年

4
年

3
年

木

1
年

2
年

老年看護技術演習

2
年

3
年

木

1
年

4
年

4
年

老年看護技術演習
3
年

看護研究演習Ⅰ

金

1
年

2
年

地域・在宅看護技術演習 地域・在宅看護技術演習

4
年

3
年 看護研究演習Ⅰ

金

1
年

2
年

3
年

4
年

看護研究の基礎

-審査意見（6月）（資料）-23-



明神　一浩
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

2
年

月
3
年

4
年

4
年

2
年

火

1
年

2
年

1
年

4
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

水

1
年

4
年

2
年

3
年

3
年

2
年

木

1
年

4
年

3
年

3
年

金

1
年

2
年

地域・在宅看護技術演習 地域・在宅看護技術演習

木

1
年

4
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

4
年

2
年

-審査意見（6月）（資料）-24-



山崎　陸世
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

2
年

月
3
年

4
年

4
年

2
年

火

1
年

2
年

1
年

4
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

水

1
年

4
年

2
年

老年看護学実践論

4
年

3
年

3
年

老年看護技術演習 老年看護技術演習

2
年

木

1
年

3
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

2
年

4
年

3
年

-審査意見（6月）（資料）-25-



五十嵐　真理
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

3
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

2
年

月

4
年

4
年

4
年

3
年

2
年

火

1
年

2
年

1
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

水

1
年

4
年

2
年

小児看護学実践論

3
年

3
年

4
年

2
年

木

1
年

3
年

小児看護技術演習 小児看護技術演習
3
年

4
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

2
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

4
年

3
年

-審査意見（6月）（資料）-26-



大野　直子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

治療過程支援技術演習
2
年

2
年

治療過程支援技術演習

月
3
年

4
年

4
年

4
年

2
年

ヘルスアセスメント演習 ヘルスアセスメント演習

火

1
年

2
年

1
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

看護過程展開技術演習 看護過程展開技術演習

2
年

水

1
年

4
年

4
年

3
年

2
年

生活支援技術演習 生活支援技術演習

木

1
年

生活支援技術演習 生活支援技術演習

3
年

4
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

3
年

2
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

3
年

4
年

3
年

-審査意見（6月）（資料）-27-



西山　和代
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

成人看護技術演習

2
年

2
年

月

成人看護技術演習
3
年

4
年

4
年

1
年

3
年

火

1
年

2
年

水

1
年

2
年

4
年

火

2
年

水

1
年

4
年

2
年

3
年

4
年

3
年

4
年

3
年

2
年

木

1
年

3
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

4
年

3
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

2
年

-審査意見（6月）（資料）-28-



橋本　有紀
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

2
年

月
3
年

4
年

4
年

4
年

3
年

2
年

火

1
年

2
年

1
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

2
年

老年看護学実践論

水

1
年

4
年

4
年

3
年

3
年

老年看護技術演習 老年看護技術演習

2
年

3
年

木

1
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

3
年

4
年

4
年

2
年

3
年

-審査意見（6月）（資料）-29-



ブロード　裕子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

3
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

2
年

月

4
年

4
年

4
年

2
年

火

1
年

2
年

新潟の医療と看護の課題

1
年

3
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

水

1
年

2
年

4
年

3
年

4
年

3
年

3
年

2
年

木

1
年

3
年

4
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

2
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

4
年

3
年

母性看護技術演習 母性看護技術演習

-審査意見（6月）（資料）-30-



巳亦　圭子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

2
年

月
3
年

4
年

4
年

4
年

3
年

2
年

火

1
年

2
年

1
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

水

1
年

4
年

3
年

2
年

4
年

3
年

木

1
年

2
年

3
年

2
年

3
年

4
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

3
年

母性看護技術演習 母性看護技術演習

4
年

新潟の医療と看護の課題

-審査意見（6月）（資料）-31-



諸𣘺𣘺　麻紀
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

2
年

2
年

月
3
年

4
年

3
年

4
年

1
年

4
年

3
年

火

1
年

2
年

新潟の医療と看護の課題

水

1
年

スタートアップセミナー スタートアップセミナー

2
年

4
年

火

2
年

水

1
年

4
年

3
年

2
年

4
年

3
年

木

1
年

2
年

3
年

3
年

4
年

金

1
年

2
年

木

1
年

4
年

2
年

金

1
年

2
年

3
年

4
年

4
年

3
年

母性看護技術演習 母性看護技術演習

-審査意見（6月）（資料）-32-



山本　淳子
新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【前期】 新津キャンパス 必修科目赤字 新潟薬科大学　看護学部看護学科　時間割　【後期】 新津キャンパス 必修科目赤字

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

前
1

後
1

前
2

後
2

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00 9：00～10：30 10：40～12：10 13：10～14：40 14：50～16：20 16：30～18：00

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

月

1
年

授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目 授業科目

1
年

3
年

成人看護技術演習

2
年

2
年

月

成人看護技術演習
3
年

4
年

4
年

4
年

3
年

1
年

火

1
年

2
年

水

1
年

2
年

4
年

火
3
年

2
年

水

1
年

4
年

2
年

3
年

3
年

木

1
年

2
年

2
年

4
年

金

1
年

2
年

3
年

3
年

3
年

木

1
年

4
年

金

1
年

2
年

4
年

3
年

4
年

4
年

-審査意見（6月）（資料）-33-



新潟薬科大学 基礎ⅠⅡ・地域在宅・統合実習ローテーション表（２０２６年度）

１年
学生氏名 8/17～21 11/2～6 11/9～13 11/16～20 11/23～27 2/22～26 3/1～5 5/18～22 5/25～29 10/19～23 10/26～30

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

基礎Ⅰ
西新潟中央病院
戸田肇（教授）

基礎Ⅰ
西新潟中央病院
石綿啓子（教授）

基礎Ⅰ
西新潟中央病院

川崎久子（准教授）

基礎Ⅰ
西新潟中央病院
大野直子（助教）

基礎Ⅰ
西新潟中央病院
犬伏真実（助手）

基礎Ⅰ
西新潟中央病院
橋本有紀（助教）

基礎Ⅰ
西新潟中央病院
青山恵介（助手）

基礎Ⅰ
新潟医療センター病院
齋藤智子（准教授）

基礎Ⅰ
新潟医療センター病院
齋藤智子（准教授）

基礎Ⅰ
信楽園病院

山本淳子（助教）

看護管理学
新潟医療センター病院
西山和代（助教）

基礎Ⅰ
がんセンター新潟病院
ブロード裕子（助教）

基礎Ⅰ
がんセンター新潟病院
山﨑陸世（講師）

基礎Ⅰ
がんセンター新潟病院
明神一浩（講師）

基礎Ⅰ
新津医療センター病院
松沢朱酉美（助手）

基礎Ⅰ
新津医療センター病院
松沢朱酉美（助手）

基礎Ⅰ
新津医療センター病院
諸𣘺麻紀（助教）

基礎Ⅰ
新津医療センター病院
諸𣘺麻紀（助教）

基礎Ⅰ
がんセンター新潟病院
巳亦圭子（助教）

基礎Ⅰ
新潟医療センター病院
太田真美（助手）

基礎Ⅰ
新潟医療センター病院
五十嵐真理（助教）

基礎Ⅰ
新潟医療センター病院
太田真美（助手）

基礎Ⅰ
新潟医療センター病院
五十嵐真理（助教）

基礎Ⅰ
信楽園病院

西山和代（助教）

基礎Ⅱ
西新潟中央病院
石綿啓子（教授）

在宅
ハピネス

古地順子（教授）

在宅
にいつ

古地順子（教授）

在宅
るぴなす

ブロード裕子（助教）

在宅
新潟南

ブロード裕子（助教）

在宅
ウイング関屋

中垣紀子（教授）

在宅
日和庵

中垣紀子（教授）

基礎Ⅱ
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

在宅
西新潟中央病院

加藤公子（非常勤）

在宅
パロム花園

巳亦圭子（助教）

在宅
やすらぎの郷

成澤幸子(准教授)

在宅
西新潟中央病院
成澤幸子(准教授) 基礎Ⅱ

新潟医療センター病院
犬伏真実（助手）

基礎Ⅱ
新潟医療センター病院
犬伏真実（助手）在宅

あい・いからしの郷
犬伏真実（助手）

在宅
ウイング関屋

犬伏真実（助手）

在宅
日和庵

青山恵介（助手）

在宅
西蒲中央病院みさと
青山恵介（助手）

看護管理学
新潟医療センター病院
大野直子（助教）

在宅
さわやか苑鳥屋野
野原真理（教授）

基礎Ⅱ
新津医療センター病院
大野直子（助教）

在宅
東新潟

岩崎富美子（非常勤）

在宅
赤いふうせん

岩崎富美子（非常勤）

基礎Ⅱ
新津医療センター病院
大野直子（助教）

在宅
新潟県看護協会

加藤公子（非常勤）
基礎Ⅱ

亀田第一病院
巳亦圭子（助教）

在宅
ゆうばえの家

巳亦圭子（助教）

在宅
あいりす

巳亦圭子（助教） 基礎Ⅱ
新潟医療センター病院
ブロード裕子（助教）在宅

るぴなす
ブロード裕子（助教）

在宅
パロム花園

ブロード裕子（助教） 基礎Ⅱ
新潟医療センター病院
ブロード裕子（助教）在宅

さわやか苑鳥屋野
諸𣘺麻紀（助教）

在宅
ハピネス

加藤公子（非常勤）

在宅
東新潟

諸𣘺麻紀（助教） 基礎Ⅱ
新潟医療センター病院
ブロード裕子（助教）在宅

赤いふうせん
明神一浩（講師）

在宅
ケアライフ

明神一浩（講師）

在宅看護論実習
（小多機多機能

施設）

基礎看護学実習
Ⅰ

基礎看護学実習
Ⅱ

在宅看護論実習
（訪問看護

ステーション）

看護管理学実習

在宅
ささえ愛いしやま
松沢朱酉美（助手）

在宅
すずらん

松沢朱酉美（助手

基礎Ⅱ
三之町病院

青山恵介（助手）
在宅

ニチイケアセンター
澁谷公崇（助手）

在宅
新潟南

澁谷公崇（助手）

在宅
パロム花園

西山和代（助教）

在宅
赤いふうせん

西山和代（助教）

基礎Ⅱ
西新潟中央病院
山﨑陸世（講師）

在宅
東新潟

定方美恵子（教授）

在宅
あい・いからしの郷
定方美恵子（教授）

在宅
ケアライフ

山本淳子（助教）

在宅
やすらぎの郷

山本淳子（助教）

基礎Ⅱ
三之町病院

青山恵介（助手）

在宅
にいつ

諸𣘺麻紀（助教）

在宅
ハピネス

諸𣘺麻紀（助教）

２年

在宅
ささえ愛よろずCL
齋藤智子（准教授）

在宅
ゆうばえの家

齋藤智子（准教授）

基礎Ⅱ
新津医療センター
諸𣘺麻紀（助教）

在宅
あいりす

小山歌子（教授）

在宅
るぴなす

關優美子（教授）

基礎Ⅱ
新津医療センター
諸𣘺麻紀（助教）

在宅
西蒲中央病院みさと
西山和代（助教）

在宅
ささえ愛いしやま
西山和代（助教）

基礎Ⅱ
がんセンター新潟病院
澁谷公崇（助手）

在宅
すずらん

山本淳子（助教）

在宅
ニチイケアセンター
山本淳子（助教）

基礎Ⅱ
亀田第一病院

五十嵐真理（助教）
在宅

新潟県看護協会
橋本有紀（助教）

在宅
ハピネス

橋本有紀（助教）

在宅
ケアライフ
須貝亜希子

在宅
あい・いからしの郷
須貝亜希子(非常勤)

基礎Ⅱ
がんセンター新潟病院
西山和代（助教）

在宅
ウイング関屋

岡崎美穂（非常勤）

在宅
やすらぎの郷

岡崎美穂（非常勤）

基礎Ⅱ
がんセンター新潟病院
山本淳子（助教）

在宅
西新潟中央病院
大野直子（助教）

在宅
日和庵

大野直子（助教）

在宅
パロム花園

野原真理（教授）

チーム医療
新潟万代病院

大野直子（助教）

チーム医療
新潟中央病院

西山和代（助教）

チーム医療
新潟医療センター病院
山本淳子（助教）

チーム医療
新潟医療センター病院
山本淳子（助教）

チーム医療
新潟医療センター病院
五十嵐真理（助教）

在宅
やすらぎの郷

犬伏真実（助手）

在宅
ケアライフ

犬伏真実（助手）

基礎Ⅱ
西新潟中央病院
戸田肇（教授）

在宅
日和庵

明神一浩（講師）

在宅
ウイング関屋

明神一浩（講師）

在宅
いしやま

岩崎富美子（非常勤）

在宅
西新潟中央病院

岩崎富美子（非常勤）

基礎Ⅱ
西新潟中央病院
明神一浩（講師）

在宅
ニチイケアセンター
野原真理（教授）

在宅
西蒲中央病院みさと
野原真理（教授）

在宅
ゆうばえの家

青山恵介（助手）

在宅
あきは

青山恵介（助手）

在宅
さわやか苑鳥屋野
小山歌子（教授）

在宅
あいりす

小山歌子（教授）

基礎Ⅱ
西新潟中央病院

川崎久子（准教授）

在宅
赤いふうせん

巳亦圭子（助教）

在宅
あきは

戸田肇（教授）

在宅
ゆうばえの家
戸田肇（教授）

基礎Ⅱ
西新潟中央病院

松沢朱酉美（助手）

在宅
あい・五十嵐の郷
齋藤智子（准教授）

在宅
東新潟

齋藤智子（准教授）

チーム医療
河渡病院

太田真美（助手）

チーム医療
河渡病院

犬伏真実（助手）

チーム医療
西新潟中央病院
小山歌子（教授）

チーム医療
西新潟中央病院
青山恵介（助手）

チーム医療
西新潟中央病院
戸田肇（教授）

チーム医療
新潟医療センター病院
五十嵐真理（助教）

チーム医療
河渡病院

ブロード裕子（助教）

チーム医療
河渡病院

成澤幸子(准教授)

チーム医療
河渡病院

巳亦圭子（助教）

チーム医療
河渡病院

諸𣘺麻紀（助教）

在宅
いしやま

加藤公子（非常勤）

在宅
西蒲中央病院みさと
平山恵美子（教授）

在宅
ニチイケアセンター
平山恵美子（教授）

在宅
ささえ愛よろずCL
大野直子（助教）

在宅
るぴなす

大野直子（助教）

在宅
あいりす

石綿啓子（教授）

在宅
さわやか苑鳥屋野
石綿啓子（教授）

基礎Ⅱ
新潟医療センター病院
犬伏真実（助手）

４年

ﾁｰﾑ医療実習

看護管理学
がんセンター新潟病院
坪川麻樹子（准教授）

看護管理学
がんセンター新潟病院
五十嵐真理（助教）

看護管理学
桑名病院

明神一浩（講師）

看護管理学
新潟医療センター病院
西山和代（助教）

看護管理学
信楽園病院

山本淳子（助教）

看護管理学
信楽園病院

ブロード裕子（助教）

看護管理学
新潟中央病院

諸𣘺麻紀（助教）

看護管理学
がんセンター新潟病院
篠原百合子（教授）

チーム医療
西新潟中央病院
石綿啓子（教授）

チーム医療
西新潟中央病院

川崎久子（准教授）

チーム医療
西新潟中央病院

齋藤智子（准教授）

チーム医療
西新潟中央病院
明神一浩（講師）

看護管理学
西新潟中央病院

川崎久子（准教授）

看護管理学
西新潟中央病院
巳亦圭子（助教）

看護管理学
西新潟中央病院
山﨑陸世（講師）

看護管理学
西新潟中央病院
犬伏真実（助手）

看護管理学
西新潟中央病院
日下修一（教授）

看護管理学
西新潟中央病院
青山恵介（助手）

看護管理学
西新潟中央病院
戸田肇（教授）

看護管理学
新潟万代病院

石綿啓子（教授）

看護管理学
新潟医療センター病院
大野直子（助教）

看護管理学
新潟医療センター病院
大野直子（助教）
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新潟薬科大学 成人・健康生活自己管理支援・小児・母性看護学実習ローテーション表（２０２６年度）

学生氏名 8/31～9/4 9/7～11 9/14～18 9/21～25 6/15～19 6/22～26 6/29～7/3 7/6～10 7/13～17 7/20～24

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

急激な健康破綻
西新潟中央病院
橋本有紀（助教）
犬伏真実（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
戸田肇（教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

母性
関塚医院

諸𣘺麻紀（助教） 小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

母性
たんぽぽ

ブロード裕子（助教）

母性
愛ランド

ブロード裕子（助教）

母性
たんぽぽ

諸𣘺麻紀（助教）

母性
愛ランド

諸𣘺麻紀（助教）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

健康生活
新潟医療センター病院
戸田肇（教授）
太田真美（助手）

母性
本多レディースCL
定方美恵子（教授）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
小山歌子（教授）
松沢朱酉美（助手）
青山恵介（助手）

母性
渡辺記念CL

巳亦圭子（助教）

母性
渡辺記念CL

定方美恵子（教授）

母性
渡辺記念CL

巳亦圭子（助教）

母性
渡辺記念CL

定方美恵子（教授）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
大野直子（助教）
澁谷公崇（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院

平山恵美子（教授）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
西山和代（助教）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
古地順子（教授）

母性
ひよこ

定方美恵子（教授）

母性
ひよこ

定方美恵子（教授）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
山本淳子（助教）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
山本淳子（助教）

母性
新潟大学医歯学総合病院
ブロード裕子（助教）

母性
本多レディースCL
巳亦圭子（助教）

母性
竹山病院

諸𣘺麻紀（助教）

母性
関塚医院

ブロード裕子（助教）

母性
竹山病院

ブロード裕子（助教）

母性
とくなが女性CL

定方美恵子（教授）

母性
関塚医院

諸𣘺麻紀（助教）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

母性
新潟大学医歯学総合病院
定方美恵子（教授）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

母性
竹山病院

諸𣘺麻紀（助教）

母性
関塚医院

ブロード裕子（助教）

母性
竹山病院

ブロード裕子（助教）

母性
とくなが女性CL
巳亦圭子（助教）小児

西新潟中央病院
坪川麻樹子（准教授）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

母性
たんぽぽ

巳亦圭子（助教）

３年

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

母性
愛ランド

巳亦圭子（助教）

母性
たんぽぽ

諸𣘺麻紀（助教）

母性
愛ランド

諸𣘺麻紀（助教）

健康生活自己管理支援
新潟医療センター病院
石綿啓子（教授）
太田真美（助手）

健康生活自己管理支援
新潟医療センター病院
明神一浩（講師）
太田真美（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
明神一浩（講師）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
石綿啓子（教授）
松沢朱酉美（助手）
青山恵介（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院

平山恵美子（教授）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
西山和代（助教）

健康生活
新潟医療センター病院
小山歌子（教授）
太田真美（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
大野直子（助教）
澁谷公崇（助手）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
橋本有紀（助教）
犬伏真実（助手）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
古地順子（教授）

母性
ひよこ

巳亦圭子（助教）

母性
ひよこ

巳亦圭子（助教）

健康生活自己
管理支援実習
（外来）

健康生活自己
管理支援実習

（健診センター）

健康の慢性的
ゆらぎのある
成人の実習

急激な健康破綻
をきたした
成人の実習

小児看護学実習（病
院）

母性看護学実習（子
育て支援）

小児看護学実習（保
育施設）

母性看護学実習（周
産期）

母性
渡辺記念CL

巳亦圭子（助教）

母性
たんぽぽ

巳亦圭子（助教）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
古地順子（教授）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）母性

関塚医院
諸𣘺麻紀（助教）

母性
ひよこ

巳亦圭子（助教）

母性
竹山病院

定方美恵子（教授）

母性
日報

ブロード裕子（助教） 小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
山本淳子（助教）

母性
たんぽぽ

ブロード裕子（助教）

母性
関塚医院

諸𣘺麻紀（助教）

母性
渡辺記念

定方美恵子（教授） 小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

母性
有明

ブロード裕子（助教）
母性
竹山

ブロード裕子（助教）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
橋本有紀（助教）
犬伏真実（助手）

健康生活自己管理支援
新潟大学

川崎久子（准教授）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
明神一浩（講師） 小児

松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）健康生活自己管理支援
健診センター５施設
明神一浩（講師）

健康生活自己管理支援
新潟大学

川崎久子（准教授）

母性
たんぽぽ

ブロード裕子（助教）
健康生活自己管理支援

医療センター
川崎久子（准教授）
太田真美（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
川崎久子（准教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

母性
市民病院

巳亦圭子（助教） 母性
ひよこ

ブロード裕子（助教）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

母性
竹山

巳亦圭子（助教）

母性
有明

ブロード裕子（助教）
健康生活自己管理支援
健診センター５施設
川崎久子（准教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

母性
関塚医院

ブロード裕子（助教）
健康生活自己管理支援

臨港病院
川崎久子（准教授）
太田真美（助手）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

母性
たんぽぽ

諸𣘺麻紀（助教）

母性
関塚医院

諸𣘺麻紀（助教）

母性
渡辺記念

定方美恵子（教授） 健康生活自己管理支援
健診センター５施設
小山歌子（教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

健康生活自己管理支援
医療センター

小山歌子（教授）
太田真美（助手）

母性
愛ランド

諸𣘺麻紀（助教）
小児

松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

母性
渡辺記念

定方美恵子（教授）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

母性
竹山

巳亦圭子（助教）

母性
市民病院

諸𣘺麻紀（助教）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
小山歌子（教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院

平山恵美子（教授）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

健康生活自己管理支援
臨港病院

小山歌子（教授）
太田真美（助手）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

母性
渡辺記念

定方美恵子（教授）

母性
たんぽぽ

ブロード裕子（助教）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
西山和代（助教）

母性
関塚医院

巳亦圭子（助教）

母性
ひよこ

ブロード裕子（助教）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
西新潟中央病院
中垣紀子（教授）

母性
竹山

ブロード裕子（助教）

母性
日報

ブロード裕子（助教）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
大野直子（助教）
澁谷公崇（助手）

母性
たんぽぽ

諸𣘺麻紀（助教）

母性
関塚医院

諸𣘺麻紀（助教）

小児
松の実第二こども園
五十嵐真理（助教）

小児
西新潟中央病院

坪川麻樹子（准教授）

母性
ひよこ

諸𣘺麻紀（助教）

母性
渡辺記念

定方美恵子（教授）

母性
日報

諸𣘺麻紀（助教）

母性
竹山

巳亦圭子（助教）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
古地順子（教授）

健康生活自己管理支援
医療センター

齋藤智子（准教授）
太田真美（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
齋藤智子（准教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院

平山恵美子（教授）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
齋藤智子（准教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）急激な健康破綻

西新潟中央病院
山本淳子（助教）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
西山和代（助教）

健康生活自己管理支援
臨港病院

齋藤智子（准教授）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
小山歌子（教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

健康生活自己管理支援
医療センター

小山歌子（教授）
太田真美（助手）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
橋本有紀（助教）
犬伏真実（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
大野直子（助教）
澁谷公崇（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
小山歌子（教授）
青山恵介（助手）
松沢朱酉美（助手）

健康生活自己管理支援
臨港病院

小山歌子（教授）

健康生活自己管理支援
新潟大学医歯学総合病院
野原真理（教授）
太田真美（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
野原真理（教授）
青山恵介（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院

平山恵美子（教授）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
古地順子（教授）

健康生活自己管理支援
新潟大学医歯学総合病院
野原真理（教授）
太田真美（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
野原真理（教授）
青山恵介（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
西山和代（助教）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
山本淳子（助教）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
明神一浩（講師）
松沢朱酉美（助手）
青山恵介（助手）

健康生活自己管理支援
新潟大学医歯学総合病院
明神一浩（講師）
太田真美（助手）

健康の慢性的ゆらぎ
西新潟中央尿院
大野直子（助教）
澁谷公崇（助手）

急激な健康破綻
西新潟中央病院
橋本有紀（助教）
犬伏真実（助手）

健康生活自己管理支援
健診センター５施設
明神一浩（講師）
松沢朱酉美（助手）
青山恵介（助手）

健康生活自己管理支援
新潟大学医歯学総合病院
明神一浩（講師）
太田真美（助手）

４年
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新潟薬科大学 老年・精神看護学実習ローテーション表（２０２６年度）

学生氏名 11/23～27 11/30～12/4 12/7～11 12/14～18 1/11～15 1/18～22 1/25～29 2/1～5 2/8～12 2/15～19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

３年次

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

老年
晴和会上所園

山﨑陸世（講師）

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

精神
あどばんす

日下修一（教授）
はっぴい

澁谷公崇（助手）
デイケア

太田真美（助手）

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

老年
しんあい園

成澤幸子(准教授)

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）

老年（病院）

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

老年（老健）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神（病院）

老年
晴和会上所園

山﨑陸世（講師）

精神（施設）

精神
あどばんす

篠原百合子（教授）
はっぴい

澁谷公崇（助手）
デイケア

太田真美（助手）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
あどばんす

日下修一（教授）
はっぴい

澁谷公崇（助手）
デイケア

太田真美（助手）

老年
しんあい園

成澤幸子(准教授)

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

老年
健進館

松沢朱酉美（助手）

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）

老年
第二にいがた園
橋本有紀（助教） 精神

あどばんす
篠原百合子（教授）

はっぴい
澁谷公崇（助手）

デイケア
太田真美（助手）

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

精神
河渡病院

日下修一（教授）

精神
河渡病院

日下修一（教授）

老年
第二にいがた園
橋本有紀（助教）

精神
河渡病院

日下修一（教授）

精神
河渡病院

日下修一（教授）

老年
健進館

松沢朱酉美（助手）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
あどばんす

日下修一（教授）
はっぴい

澁谷公崇（助手）
デイケア

太田真美（助手）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

老年
しんあい園

成澤幸子(准教授)

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
あどばんす

日下修一（教授）
はっぴい

澁谷公崇（助手）
デイケア

太田真美（助手）

老年
晴和会上所園

山﨑陸世（講師）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
河渡病院

篠原百合子（教授）

精神
あどばんす

日下修一（教授）
はっぴい

明神一浩（講師）
デイケア

太田真美（助手）

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

老年
晴和会上所園

山﨑陸世（講師）

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

老年
健進館

松沢朱酉美（助手）
精神

河渡日下修一（教授）

精神
あどばんす

篠原百合子（教授）
はっぴい

明神一浩（講師）
デイケア

太田真美（助手）

精神
河渡日下修一（教授）

精神
河渡日下修一（教授）

精神
河渡日下修一（教授）

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

老年
第二にいがた園
橋本有紀（助教）

老年
第二にいがた園
橋本有紀（助教） 精神

あどばんす
篠原百合子（教授）

はっぴい
明神一浩（講師）

デイケア
太田真美（助手）

老年
しんあい園

成澤幸子(准教授)

精神
新潟信愛病院

篠原百合子（教授）

老年
健進館

松沢朱酉美（助手）

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）

精神
新潟信愛病院

日下修一（教授）
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新潟薬科大学 公衆衛生看護学実習ローテーション表（２０２６年度）

学生氏名 9/7～11 9/14～18 9/21～25 9/28～10/2 10/5～～9 10/12～16

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

4年次

公衆衛生Ⅰ
日本文理高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
労働衛生医学協会
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅱ
阿賀町

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生
看護学実習Ⅰ
（学校・企業）

公衆衛生Ⅰ
労働衛生医学協会
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
日本文理高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅱ
阿賀野市

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生
看護学実習Ⅱ

（保健所・市町村）

公衆衛生Ⅰ
北越高等学校

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅱ
加茂市

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
東京学館新潟高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅱ
燕市

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
日本文理高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
労働衛生医学協会
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
東京学館新潟高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
東京学館新潟高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅱ
三条市

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
日本文理高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
北越高等学校

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅱ
新潟市保健所

野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
労働衛生医学協会
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）

公衆衛生Ⅰ
東京学館新潟高等学校
野原真理（教授）
齋藤智子（准教授）
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担当教員

年次・学期
必修・選択 選択 単位数

Cyber-NUPALS

回 授業方式 授業外学習（予習・復習） 担当者

1 講義

予習：2025年問題の対応と、
2030年問題とは何かを考え
る。
復習：授業内容を振り返り、
自分なりの考えをまとめる。

青柳

2 講義

予習：看護覚え書を再読す
る。
復習：授業内容を振り返り、
自分なりの考えをまとめる。

戸田

3 講義
予習：緩和ケアについて調べ
る。復習：事例の中に潜む論
理を自分なりにまとめる。

戸田

4 講義

予習：在宅看護領域で以前
授業を受けた資料や教科書
などで訪問看護ステーション
の特徴や社会資源に関する
部分を熟読する。
復習：本日の授業で学習した
部分をまとめる。

小山

5 講義

予習：在宅看護領域で以前
授業を受けた資料や教科書
などで在宅看護の危機管理
に関する部分を熟読する。
復習：本日の授業で学習した
部分をまとめる。

小山

6 講義

予習：地域精神医療の課題
を考える。様々な依存の種
類と分類について調べる。
復習：授業内容を振り返り、
自分なりの考えをまとめる。

篠原

7 講義

予習：低侵襲治療にはどの
ような方法があるのか、各自
で調べてきてください。（60
分）復習：授業内容をノートに
まとめてください。（30分）

古地

8 講義

予習：再生医療にはどのよう
な方法があるのか、各自で
調べてきてください。（60分）
復習：授業内容をノートにま
とめてください。（30分）

古地

【授業計画】
授業項目 授業内容

低侵襲治療と看護

病気やけがだけでなく手術や医療処置のような生体を
傷つけること全てを侵襲といい、低侵襲治療とはこの
度合いをできるだけ低くする方法を指し、具体的にはこ
れまで大きく術創を切り開いていた手法と比べてできる
だけ小さな切り口で済む手術や、血管を通るカテーテ
ルを用いた治療法です。現代におけるこうした治療法
について具体例を通して理解し、そこに必要となる看
護とその課題について考察します。

2・3

再生医療と看護

再生医療とは、病気やけがなどで機能を失った組織や
臓器を修復、再生する治療法を指し、従来の方法では
十分な効果が望めなかった病気やけがを治癒に導く
治療法として大きく期待される一方、その安全性はま
だ確立されていません。現代におけるこうした治療法
について具体例を通して理解し、そこに必要となる看
護とその課題について考察します。

4・5

在宅看護の新たな課題（1）

日本の訪問看護ステーションの数は年々増加している
が、訪問看護ステーションや保健福祉施設などのない
離島や雪深い山奥などの今後の課題を提言する。ま
た、2025年問題に向けて、訪問看護ステーションの地
域連携や訪問看護師の働き方・教育などについても今
後の課題を提言する。

6・7・8・9

在宅看護の新たな課題（2）

日本だけでなく、全世界で新型コロナウイルス感染症
が蔓延しては減少し、ウイルスの変異を繰り返しなが
ら、この感染症が脅威を振るっている。訪問看護ス
テーションでも新型コロナ感染症に罹患した利用者が
増加し、感染症に対する安全管理が問われている。ま
た、日本は台風や地震などの災害も多いため、在宅看
護での今後の安全管理体制（危機管理）について提言
する。

8・9

健康問題と看護

Ｆ．ナイチンゲールは、健康の法則は健康人の中にも
病人の中にも働いている。我々はその自然の試みを
援助しなければならないと述べている。新型コロナウイ
ルス感染症をはじめとする健康問題は医療を変貌させ
ている。そのうねりの中において、看護はどのように
人々の健康的な生活を支援していくのか、課題と展望
を探る。

1

医療と緩和ケア

現代医療は、疾病に対する診断・治療に留まらず、死
の概念をも変えようとしている。そうした中において、全
人的な観点から個別な対象者の人生に寄り添い、い
のちを支える看護は、どのように対象者や家族と向き
合うのか具体的な事例を用いて考察する。

1

到達目標番号

2030年問題の理解

超高齢化が進んだ社会では、医療や介護、社会保障
など、様々な面に深刻な影響が及ぶと考えられてい
る。2030年問題への対応について広く社会や医療がど
のような対策が求められているのかについて理解し、
公衆衛生看護の立場から、その課題と展望を探る。

（基礎）
１.看護の本質に照らして新たな健康問題や変貌する医療と課題について考察することができる。
（成人）
２．低侵襲治療について説明できる。
３．低侵襲治療を受ける対象者への看護上の問題を列挙することができる。
４．再生医療について説明できる。
５．再生医療を受ける対象者への看護上の問題を列挙することができる。
（在宅・老年・小児・母性・精神）
６．2030年問題に向けた医療及び看護の方向性がわかる
７．社会構造の変化、地域・在宅医療シフトに向けた看護職の専門性の深化について理解する
８．地域包括ケアを重点に据えた各専門領域の看護の専門性について理解する
９．看護の専門性を追求するうえでの自己の考えが述べられる

新たな医療と看護の課題

定方 美恵子、篠原 百合子、戸田 肇、小山 歌子、古地 順子、中
垣 紀子、成澤 幸子、青柳 玲子
4年次 前期

2単位

【授業概要】
（基礎）
看護の本質に照らして新たな健康問題や変貌する医療と課題について考察する。
（成人）
多岐にわたる看護活動の領域と場、対象、健康レベル、機能障害と診療科、対象者の生活機能状況における看護の役割について理解する。様々な場、状況におけ
る看護師の臨床判断とそのプロセス、対象者の体験世界、医療者と対象者との観点の違いについて事例を通して学ぶ。
（在宅・老年・小児・母性・精神）
目まぐるしく変化する 医療・看護における最新の知識・技術を学ぶことで、将来、保健・医療・福祉領域でキャリアアップできる看護職として、自己研鑽するための必
要性を確認し、学習方法を学ぶ。各論としてオムニバス方式で開講し、看護の各専門領域における最新医療及び看護研究の知見に基づいた看護学および看護技術
に関わるトピックスとして、各専門領域の診療基準（ガイドライン）の改正、感染症対策の変更点、地域包括ケアの動向など、最新の知見の学習をさらに深める。

【実務経験】
担当教員はそれぞれ、５年ないし、１０年相当の当該領域の臨床経験を有しています。めまぐるしく変化する医療の地域・在宅医療の中で十分に今後の医療の課題
について教示する能力を持ち合わせています。

【到達目標】

指定規則の教育内容 別表3：看護の統合と実践

6・7・8・9

地域精神医療の課題

精神障がい者の地域生活への移行支援事業について
理解し、特にアルコール依存症者や断酒会そしてその
家族への看護を通して、回復過程をどう支えるのか、
今後どのような対策を立てていけばよいのか、課題と
展望を考察する。

6・7・8・9

【資料8-1】
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9 講義
(予習）
老年看護学の教科書の介護
ロボット部分の精読

成澤

10 講義

(予習）
老年看護学の教科書の活動・
休息部分の精読
(復習）
2回の老年看護領域の講義を通
して「これからの老年看護」につ
いて論じてください。

成澤

11 講義

予習：病気の子どもの支援
について、各自で調べてみる
（60分）。
復習：授業内容を振り返り、
どのような支援が適切かを
考える（30分）。

中垣

12 講義

予習：思春期の特徴および
青年期の特徴について、各
自で調べる（60分）。
復習：授業内容を振り返り、
どのような支援が適切かを
考える（30分）。

中垣

13 講義

（予習）シラバスに挙げたト
ピックスについて調べる。（30
分）
（復習）周産期のハイリスク
なケースにどのような看護が
提供されているか理解を深
める。（60分）

定方

14 講義

（予習）産後の母親をめぐる
産後うつについて調べる。
（30分）
（復習）産後ケア事業の形態
について理解を深める。（60
分）

定方

15 講義

（予習）自己の関心テーマを
決定し課題と対応について
考察する。（60分）（復習）既
習の内容を総合して卒業後
の自己の課題を考える。（30
分）

定方

（基礎）

（在宅）

（成人・老
年・小児・母

性・精神）

中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート 観察記録 その他 合計

（基礎・在
宅・成人・老
年・小児・精

神）

0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 100%

0% 0% 0% 0% 70% 0% 30% 100%
各講義のレ
ポート課題
ならびに最
終的なレ
ポート課題
を総合して
評価する。

発表内容、質疑応答、発
表態度、などを総合して評
価する。

教科書 ナーシンググラフィカ「地域療養を支えるケア　在宅看護論①」 臺有桂、石田千絵、山下留理子メディカ出版

介護を要する老年期の療養者と介護用ロボットの導入
の知見と課題。
最新の介護ロボット二乗について知り、その導入と課
題について講義し、検討する。

6・7・9

病気の子どもの力を引き出
すサポート

病気になった子どもたちにとって、笑顔をとり戻し、力を
引き出すサポートをすることは病気の回復を促進す
る。
１．ファシリティドッグの活動
２．ホスピタル・クラウンによる笑いのチカラ
３．プレパレーション（発達に合わせた説明や配慮）　な
ど

8・9

AYA世代のがんの看護

AYA（Adolescent and Young 思春期や若年成人）世代
は、小児から成人の移行期にあたり、小児（15歳未満）
に多く発生するがんと成人に多く発生するがんのいず
れも発生する。AYA世代のがんが注目されるように
なってからまだ日が浅い。この時期特有の心理状態や
課題を捉えた支援が必要となる。

8・9

母性看護の新たな課題
（１）

周産期医療をめぐる課題について、産科医療保障制
度、周産期医療の集約化、ハイリスク妊産婦の増加と
女性医療などの、その時代のトピックスを取りあげて教
授する。

6・7・8・9

母性看護の新たな課題
（２）

日本においては、少子化に起因する母親の孤独感や
不安、負担の増大、ハイリスク妊産婦の増加など妊産
婦や母子を取り巻く状況には課題が山積している。そ
のような課題に対応するために、医療機関における産
後ケア事業や地域連携の取組が進められていることを
もとに、その提供体制について教授する。また、子育て
期の母親への看護のあり方を将来を見据えて提言す
る。

6・7・8・9

アクティブ老年者に向けて
フレイル、サルコペニア、ロコモティブシンドロームなど
多くなる老年期において、高齢者の予防的生活維持・
向上に関する内容について検討する。

6・7・8・9

老年看護の課題とロボット
工学の発展

まとめ
新たな医療と看護の課題について、様々な領域から広
く課題を追求するとともに、自己の関心テーマを設定し
調べ、その成果をまとめる、あるいは発表する。

1・6・7・8・9

【教科書・参考書】
種別 書　　　　名 著者・編者

定期試験
【成績評価方法】（技能試験・観察記録の評価基準はcyber-NUPALSにアップロードされています）

出版社

教科書 講義プリントを配布

教科書 看護覚え書
F.ナイチンゲール湯槇ます，薄
井坦子他訳

現代社 2019

（母性）
各授業は配布されるプリント主体で行う。

【成績評価基準】レポート評価の観点の詳細は授業中に開示する。レポート評価（100点満点）のうち60点以上を合格とする。

【課題に対するフィードバック方法】
レポートの集計結果を定期試験期間後に開示

0%

（母性）

（基礎・在宅・成人・老年・小児・精神）
【成績評価基準】レポート評価の観点の詳細は授業中に開示する。レポート評価（100点満点）のうち60点以上を合格とする。

【その他】

0%
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【資料 8-2】「新たな医療と看護の課題」シラバス 

 

変更前のシラバスを添付した。 
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担当教員

年次・学期
必修・選択 必修 単位数

Cyber-NUPALS

回 授業方式 授業外学習（予習・復習） 担当者

1 講義

予習：「看護学概論」、「成人
看護学概論」の復習を行い、
授業に臨む（30分）
復習：配布資料を用い授業
内容の確認（60分）

平山

2 講義

予習：「病みの軌跡」理論に
ついて調べておく（30分）
復習：課題レポートに取り組
む…課題事例を熟読し、「病
みの軌跡」理論を用いて患
者の理解とその看護につい
て考える（60分）

平山

3 講義 平山

4 講義 平山

5 講義 平山

6 講義 平山

7 講義 清水

8 講義 清水

9 講義 平山

10 講義 平山

11 講義 田口

12 講義 田口

13 講義 平山

14 講義
予習：テキスト「がん看護学」
の街頭部分を熟読し、授業
に臨むこと

平山

15 講義

復習：レポート課題「終末期
にある成人の死の受容プロ
セスの分析」に取り組む。レ
ポート加地あは、自分の言
葉で考察を深めることを目指
す（90分）

平山

中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート 観察記録 その他 合計

0% 0% 0% 0% 20% 0% 0% 100%

2，15回目
でレポート
課題を課

教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱがん看護学 小松浩子 医学書院

参考書 糖尿病療養指導の手引き 日本糖尿病学会（編集） 南江堂

系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学6内分泌・代謝 吉岡成人 医学書院

教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学7脳・神経 井手隆文 医学書院

教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学8腎・泌尿器 川邊博史 医学書院

第3回目～13回目
予習：疾患に関連する器官・
系統の解剖整理、病態生
理・症状・検査、治療などの
関して復習して臨むこと（60
分）
復習：テキスト及び資料を再
度熟読し、授業内容と照らし
て理解し整理する。（30分）

教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学3循環器 吉田俊子 医学書院

教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学4血液・造血器 飯野京子 医学書院

1）2）3）4）5）6）7）

代謝系の健康障害をもつ
人とその家族の看護(1)

糖尿病：分類と病態の違い、慢性合併症・急性合併
症、検査、治療（薬物療法、食事療法、運動療法）

1）2）3）4）5）6）7）

【その他】

各授業はテキストと配布されるプリントで行う。
【成績評価基準】レポートの評価の観点の詳細は授業中に開示する。

【課題に対するフィードバック方法】
レポート評価を定期試験期間後に開示

80%

がん看護(2)

終末期にある英人看護：終末期にある人とその家族の
特徴、全人的苦痛、死の受容プロセス、看護の特徴、
グリーフケア
まとめ
課題レポート

1）2）3）4）5）6）7）

【教科書・参考書】
種別 書　 　名 著者・編者

定期試験

出版社
教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学2呼吸器 川村雅文 医学書院

【成績評価方法】（技能試験・観察記録の評価基準はcyber-NUPALSにアップロードされています）

教科書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ成人看護学5消化器 松田明子 医学書院

教科書

1）2）3）4）5）6）7）

循環器系の健康障害をも
つ人とその家族の看護(1)

狭心症・心筋梗塞：病態生理、検査、治療、看護の特
徴

1）2）3）4）5）6）7）

脳神経系の健康障害をも
つ人とその家族の看護(1)

脳梗塞：病態生理、検査、治療、看護の特徴 1）2）3）4）5）6）7）

がん看護(1)
病態の特殊性、治療の特徴、がん治療を必要とする人
の看護

1）2）3）4）5）6）7）

脳神経系の健康障害をも
つ人とその家族の看護(2)

ALS：病態生理、検査、治療、看護の特徴 1）2）3）4）5）6）7）

消化器系の健康障害をも
つ人とその家族の看護

肝硬変：病態生理、検査、治療、看護の特徴（代償期、
非代償期）

1）2）3）4）5）6）7）

循環器系の健康障害をも
つ人とその家族の看護(2)

慢性心不全：病態生理、検査（CTR含む）、治療、看護
の特徴（心不全の分類と症状、NYHA心機能分類“日常
生活動作時の自覚症状による分類”）

1）慢性疾患やがんによる人体への影響について説明できる。
2）健康の慢性的揺らぎのある成人とその家族の体験と反応および健康問題の特徴を説明できる。
3）健康の慢性的揺らぎのある成人とその家族に対する看護の役割を説明できる。
4）呼吸・循環・脳神経・消化器・腎泌尿器・代謝系における身体観察から健康の揺らぎについて判断できる。
5）健康の慢性的揺らぎのある成人とその家族に対する日常生活の自己管理支援の根拠が説明できる。
6）治療・検査および長期にわたる健康管理の目的と看護上の問題について説明できる。
7）健康の慢性的揺らぎのある成人とその家族の理解を促進するために必要な理論について説明できる。

健康の慢性的揺らぎのある成人の看護
平山　惠美子、清水　詩子、田口めぐみ

2年次　後期
2単位

【授業概要】

慢性疾患やがんの発症およびその経過途上における健康の慢性的な揺らぎのある成人とその家族の特徴を理解し、QOLを維持・向上していくための日常生活管
理に必要な看護について学修する。慢性疾患やがんが人体に及ぼす影響および対象者とその家族の心理・社会的状況について理解し、長期にわたる健康の自己
管理支援に向けた看護の基礎的知識を修得する。

【実務経験】

臨床現場で活動した経験を持つ教員が、実務経験をもとに本科目の「健康の慢性的揺らぎのある成人の看護」で講義を行う。

【到達目標】

指定規則の教育内容 別表3：成人看護学

【授業計画】
授業項目 授業内容 到達目標番号

健康の慢性的揺らぎのある
成人とその家族の理解

腎・泌尿器系の健康障害を
もつ人とその家族の看護
(2)

透析：種類とその特徴、シャント管理、副作用、看護（自
己管理指導含む）

1）2）3）4）5）6）7）

代謝系の健康障害をもつ
人とその家族の看護(2)

糖尿病患者教育：薬物療法、食事療法、運動療法、
フットケア、足病変、シックディ

1）2）3）4）5）6）7）

腎・泌尿器系の健康障害を
もつ人とその家族の看護
(1)

慢性腎不全：病態生理、検査、治療、看護の特徴 1）2）3）4）5）6）7）

1.健康の慢性的揺らぎをもたらす健康障害の特徴
2.慢性病患者の特徴

1）2）3）7）

健康の慢性的揺らぎのある
成人への看護援助の基本
となる看護理論

「病みの軌跡」理論を用いた事例検討
－Aさんの病みの軌跡を考え、必要な看護を検討する
－
課題レポート①

1）2）3）

呼吸器系の健康障害をも
つ人とその家族の看護(1)

COPD：病態（Co2ナルコーシス含む）、検査（スパイロ
メーター他）、治療（HOT含む）、看護の特徴

1）2）3）4）5）6）7）

呼吸器系の健康障害をも
つ人とその家族の看護(2)

喘息：病態、検査（ピークフロー測定含む）、治療、看護
の特徴
結核：病態、検査（ガフキー、ツベルクリン反応含む）、
治療、看護の特徴、結核の院内対策・予防

【資料9-1】
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【資料 9-2】「健康の慢性的揺らぎのある成人の看護」シラバス 

 

変更前のシラバスを添付した。 
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担当教員

年次・学期
必修・選択 必修 単位数

Cyber-NUPALS

回 授業方式 授業外学習（予習・復習） 担当者

1 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

篠原

2 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

篠原

3 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

篠原

4 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

篠原

5 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

篠原

6 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

成澤

7 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

篠原

8 講義
予習：テキストの予習（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

成澤
篠原

中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート 観察記録 その他 合計

0% 0% 0% 0% 20% 0% 0% 100%

【その他】

【課題に対するフィードバック方法】

80%

【教科書・参考書】
種別 書　　　　名 著者・編者

定期試験
【成績評価方法】（技能試験・観察記録の評価基準はcyber-NUPALSにアップロードされています）

出版社
教科書

こころを強くする 「こころを強くするための技法を知る」
① レジリエンスについて知る。
② レジリエンスの基本を説明できる。

①②③④⑤

医療専門職者の体験を聞
く

①ゲストスピーカーの看護師体験を聞き、キャリアデ
ザインを考える。
②自己の考えをまとめる。 ①②③④⑤

カウンセリングの技法 「カウンセリングの技法」
① カウンセリングの理論と技法について知る。
② カウンセリングの基本技法について説明できる。

①②③④⑤

悩みの仕組み 「悩みの仕組みと心の解剖学」
① ストレスの種類と構造について知る。
② ストレスの公式ついて説明できる。 ①②③④⑤

自己理解と自己表現 「自己理解・自己表現」
① 自分の長所と短所について知る。
② 自分の長所を説明できる。

①②③④⑤

コミュニケーション技法 「コミュニケーションの効果的な学習法」
① コミュニケーションの学習法について知る
② コミュニケーションの効果的な学習法について説
明できる。

①②③④⑤

感情表現とその技法 「ホンネがわかる動作・表情・話し方」
① 信頼関係について知る。
② 信頼関係構築のためのポイントを説明できる。 ①②③④⑤

【授業計画】
授業項目 授業内容 到達目標番号

医療専門職者とコミュニ
ケーション

①医療専門職者にコミュニケーション能力が重要性で
あることを知る。
②コミュニケーションの基本について知る。
②非言語コミュニケーションの重要性について説明で
きる。

①②③④⑤

①人間の発達と人間関係のつながりについて説明できる。
②自分自身の思考や感情に気づき、言葉にすることができる。
③自らの行動と感情の関連に気づくことができる。
④自己の発達段階と発達過程を受け入れることができる。
⑤他者の立場に立って、その人の感情や行動について考えることができ、自分の対応を選択できる。

人間関係論
篠原百合子、成澤幸子

1年次 前期
1単位

【授業概要】
人間関係の多様なあり方について理解し、他者との円滑な信頼関係の構築に必要な知識と積極的に取り組む姿勢を養う。
集団や組織、あるいは個人的な場における感情的な面を含めた人間と人間の関係について理解し、人間関係を成り立たせるためのコミュニケーションの仕組み
と、人間関係を深めたり、崩壊させたりする要素など基礎的理論について学ぶ。また、人間のライフサイクルや発達に伴う関係性の変化とその理論的背景（発達
心理学、教育心理学、社会心理学など）に着目し、将来、対人援助の専門的職業に必要とされる人間理解の基盤を形成し、医療人としての人間関係について理
解を深め、人間関係を自分の課題として捉えて対処していく考え方を身につける。

【実務経験】
(篠原)は、精神科病院の経験以外に、一般科での臨床経験を長く持ち教育経験の中では、人間関係論の講義経験を有しています。
(成澤）は、新潟大学医歯学総合病院の精神科、心臓血管外科、循環器・内分泌・血液内科、整形外科で看護師、新潟大学保健学研究科で成人看護学教育の
経験を有している。

【到達目標】

指定規則の教育内容 別表3：人間と生活・社会の理解

【資料10-1】
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【資料 10-2】「人間関係論 」シラバス 

 

変更前のシラバスを添付した。 
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年次・学期
必修・選択 必修 単位数

Cyber-NUPALS

回 授業方式 授業外学習（予習・復習） 担当者

1 講義、演習

予習：今まで習った解剖学で
使った英語を復習して参加
する。（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

2 講義、演習

予習：英文論文のアブストラ
クトを訳して参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

3 講義、演習

予習：英文論文の方法・結果
を訳して参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

4 講義、演習

予習：英文論文に提示されて
いる看護の内容を訳して参
加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

5 演習

予習：妊娠に関する基礎的
な専門用語を英語で調べて
参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

6 演習

予習：妊娠に関する基礎的
な専門用語を英語でさらに
追加して、調べて参加する
（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

7 演習

予習：日本（新潟市でもよい）
にある外国人妊婦への制度
を調べる（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

8 演習

予習：英文論文のアブストラ
クトを訳して参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方
看護学の研究に関する英
文論文（２－１）

車いすでの移送に関する英語論文を読み、内容を理
解できるように学修する。論文中に用いられている看
護技術の工夫について理解できるように学修する。
英語論文の構成、読み方を解説し、全員共通の英語
論文を提示し、分担を決めて、和訳してもらう。

１）、２）、４）

実践医療英会話（２）：外国
人妊婦に対する外来での
情報提供

産科看護技術マニュアル作成、産科英語版でのホー
ムページ作成、英語でのパンフレット作製の具体的内
容を理解する。

２）、３）

実践医療英会話（３）：外国
人妊婦の受診・諸制度活
用のためのサポート

日本で外国人妊婦が健康診査を受ける際の行政によ
るサポートを紹介するために会話について、実践的に
修得する。

２）、３）

看護学の研究に関する英
文論文（１－３）

看護学の研究に関する英文論文を読み、内容を理解
できるように学修する。論文中に用いられている看護
の内容について、理解できるように学修する。

１）、４）

実践医療英会話（１）：外国
人妊婦

医療現場での妊婦からの訴えや要求を会話形式で実
践的に修得する。

２）、３）

医療の基礎的用語の理解
（２）
看護学の研究に関する英
文論文（１ー１）

看護学の研究に関する英文論文を読み、内容を理解
できるように学修する。論文中に用いられている疾患・
病態・患者の問題について理解できるように学修す
る。
英語論文の構成、読み方を解説し、全員共通の英語
論文を提示し、分担を決めて、和訳してもらう。

１）、４）

看護学の研究に関する英
文論文（１－２）

看護学の研究に関する英文論文を読み、内容を理解
できるように学修する。論文中に用いられている疾患・
病態・患者の問題について理解できるように学修す
る。

１）、４）

【授業計画】
授業項目 授業内容 到達目標番号

オリエンテーション
１．医療英語の基礎的用語

授業概要の説明。
医療の場で用いられる解剖学的医療英語について学
ぶ。
講義で用いる英語論文を紹介する。

１）、２）

【授業概要】
看護をさらに追及していく上で海外の英文文献を読むことができる基礎的能力は重要である。そのために、医療、特に看護に関する国際コミュニケーション能力の向
上のために、医療英語を学び、英語論文が理解できる読解力を習得するために必要な精読力を身に付けさせ、読解力と共に、国際看護の基礎となり得る英語能力
を身に付けさせる。

【実務経験】

入門医療英語」を1年間担当した経験を持つ。スリランカのペラデニヤ大学の学部生を3か月間卒業研究指導、同大学の看護教員（文部科学省国費留学生）を、3年
半博士論文指導に関わった経験を持つ。

【到達目標】
1）医療英語の基礎的用語が理解できる。
2）医療現場で遭遇する英語の専門用語を理解できる。
3）医療現場で必要とされる英会話や情報提供の方法を理解できる。
4）英語論文を読み、内容を理解できる。
5）国際活動に必要な医療英語の基礎を身につけ、異文化看護に関心をもつことができる。

英語Ⅲ
English for International Nursing

定方美恵子

3年次 前期
1単位

指定規則の教育内容 別表3：人間と生活・社会の理解
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9 演習

予習：英文論文の方法・結果
を訳して参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

10 演習

予習：英文論文の結果から
考察を訳して参加する（60
分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

11 演習

予習：英文論文のアブストラ
クトを訳して参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

12 演習

予習：英文論文の結果を訳
して参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

13 演習

予習：英文論文の考察を訳
して参加する（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

14 演習

予習：今まで調べた英単語
と、事前に提示する単語を調
べておく（60分）
復習：授業ノートの復習（60
分）

定方

15 演習
予習：担当した和訳を改めて
まとめ直して臨む（60分）
復習：レポート作成（60分）

定方

中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート 観察記録 その他 合計

0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 100%

１本のレポー
トを求める。

【課題に対するフィードバック方法】
レポートは試験前に返却する。

【その他】

各授業は教科書及び配布プリントで行う。
【成績評価基準】レポートの合計100点満点のうち60点以上を合格とする。

定期試験

0%

【成績評価方法】（技能試験・観察記録の評価基準はcyber-NUPALSにアップロードされています）

【教科書・参考書】
種別 書　 　名 著者・編者 出版社

資料 講義中に資料、英語論文を提示する。

英語で行われる医療の
DVDの理解にチャレンジ！

英語で行われる講義を視聴し、講義内容の理解度を
問うことで、英語の読解力を試すとともに英語の語学を
用いた国際活動への関心を身につけることができるよ
う学修する。

１）、２）、５）

まとめ
担当した英語論文の部分の和訳を改めて修正し、レ
ポートを作成してもらう。

１）、２）、３）、４）

看護学の研究に関する英
文論文（３－２）
異文化看護を理解する（２）

妊婦の栄養摂取、サプリメント接種に関する英語論文
を読み、方法と結果の内容を理解できるように学修す
る。論文中に取り上げられた、スリランカの医療、妊婦
管理システムを紹介し異文化の中での看護やその課
題を理解できる。

２）、３）

看護学の研究に関する英
文論文（３－２）
異文化看護を理解する（３）

妊婦の栄養摂取、サプリメント接種に関する英語論文
を読み、結果からどのような考察が述べられている
か、理解できるように学修する。論文中に取り上げられ
た、スリランカの医療、妊婦管理システムを紹介し異文
化の中での看護や発展途上国の抱える課題を理解で
きる。

２）、３）

看護学の研究に関する英
文論文（２－３）

車いすでの移送に関する英語論文を読み、結果から
何が考察されているかを理解できるように学修する。
論文中に取り上げられた看護技術について訳し、医療
英語、看護英語の理解ができるように学修する。

２）、３）

看護学の研究に関する英
文論文（３－１）
異文化看護を理解する（１）

妊婦の栄養摂取、サプリメント接種に関する英語論文
を読み、内容を理解できるように学修する。論文中に
取り上げられた、スリランカの医療、妊婦管理システム
を紹介し異文化の中での看護やその課題を理解でき
る。
英語論文の構成、読み方を解説し、全員共通の英語
論文を提示し、分担を決めて、和訳してもらう。

２）、３）

看護学の研究に関する英
文論文（２－２）

車いすでの移送に関する英語論文を読み、研究の意
義、研究方法、結果を理解できるように学修する。論文
中に取り上げられた看護技術について訳し、医療英
語、看護英語の理解ができるように学修する。

２）、３）
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【資料 11-2】「英語Ⅲ」シラバス 

 

変更前のシラバスを添付した。 
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担当教員

年次・学期
必修・選択 必修 単位数

Cyber-NUPALS

回 授業方式 授業外学習（予習・復習） 担当者

1 講義

予習：シラバスを読み、履修
上の課題を明らかにしておく
復習：講義を振り返り、学び
を深める

小山

2 講義

予習：教科書の多職種連携の歴
史に関連する部分を読む
復習：講義を振り返り、学びを深
める

戸田

3 講義

予習：教科書の地域包括ケ
アにおける地域づくりに関す
る部分を読む
復習：講義を振り返り、学び
を深める

平山

4 講義

予習：教科書の地域づくりの
実践例に目を通す
復習：講義を振り返り学びを
深める

平山

5 講義
予習：事例に目を通す
復習：事例を個人でまとめる

古地

6 講義
予習：事例を個人でまとめる
復習：個人でまとめた事例の
不足部分の追記

定方

7 講義
予習：事例を個人でまとめる
復習：グループでまとめた事
例を振り返る

古地

8 講義

予習：教科書の多職種連携
の今後の課題の部分を読む
復習：講義を振り返り、学び
を深める

戸田

中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート 観察記録 その他 合計

0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 100%

（小山）行政保健師、地域保健課長としての実務経験を活かし、本科目「多職種連携」の講義を行う。
（戸田）看護職者として実務経験を有する教員が、この経験を生かして、本科目「多職種連携」の講義を行う。
（平山）大学病院に12年間勤務した経験を持つ教員が、この経験を生かして、本科目「多職種連携」の講義を行う。
（古地）総合病院で14年間、整形外科や内科外科重症病棟において看護スタッフ、臨床指導者、看護師長として活動した経験を持つ。この経験を生かして、本科目「多職
種連携」の講義を行う。
（定方）病院で6年間の実務経験、看護教員として38年間の看護教育の経験を持つ教員が、この経験を生かして、本科目「多職種連携」の講義を行う。

医療事例から学ぶ多職種
連携１

１．事例のグループワーク方法の説明
２．グループ分けの発表
３．グループワークにて事例をまとめる

１・２・３・４

１．他の専門職種への理解を深める
２．専門職間のコミュニケーションの重要性が理解できる
３．多職種連携の必要性を具体的に述べることができる
４．多職種連携が必要となった時に看護職のやるべきことを具体的に述べることができる

多職種連携
小山 歌子、戸田 肇、平山 恵美子、古地 順子、定方 美恵子

2年次 後期
1単位

講義音声・配布資料

【授業概要】
多職種連携の背景やその概念、それを形成する保健医療福祉に携わる様々な職種について理解するとともに、組織論や医療社会学の基礎知識の学修を通して、多職
種連携のあり方を学ぶ。また、その実践における課題について理解を深め、他職種との協働を促進する要素、阻害する要素について討議しながら、医療チームや地域包
括ケアのメンバーとして、ケアチームの一員としての行動の理解や、チームビルディングの考え方を修得する。

【実務経験】

【到達目標】

指定規則の教育内容 別表3：健康支援と社会保障制度

【授業計画】
授業項目 授業内容 到達目標番号

オリエンテーション
多職種連携とは何か

１．科目概要の説明
２．多職種連携とは
３．多職種連携の必要性と意義

１・３

多職種連携の歴史
１．多職種連携の始まり
２．医療・保健・福祉における多職種連携
３．多職種連携の近年の動向

１・４

地域包括ケアにおける地域
づくり

１．民間活力を利用した新たな地域づくり
２．地域づくりにおける多職種連携

１・２・３・４

地域づくりの実践例

１．地域を支える新しいケアスタイルの創造
２．win-winの関係が生む地域活性化
３．住民ぐるみの地域での支え合い
４．住民を巻き込んでいく専門職のコラボレーション

１・２・３・４

【教科書・参考書】
種別 書　 　名 著者・編者

医療事例から学ぶ多職種
連携２

１．グループワークにて事例をまとめる
２．発表内容の資料作成と印刷

１・２・３・４

医療事例のグループワーク
の発表

１．発表方法の説明
２．医療事例のグループワークの発表

１・３・４

多職種連携の今後の課題
とまとめ

１．多職種連携の今後の課題
２．まとめ

１・３・４

0%

定期試験

出版社

参考書 多職種連携から統合へ向かう地域包括ケア 宮下 公美子 メディカ出版

【成績評価方法】（技能試験・観察記録の評価基準はcyber-NUPALSにアップロードされています）

教科書 モヤっとを上手に活かす多職種連携 -医療事例から紐解くレシピ集上原 優子, 大下 順子他 星和書店

【課題に対するフィードバック方法】

【その他】

【資料12-1】
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【資料 12-2】「多職種連携」シラバス 

 

変更前のシラバスを添付した。 
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担当教員

年次・学期
必修・選択 必修 単位数

Cyber-NUPALS

回 授業方式 授業外学習（予習・復習） 担当者

1 講義

（授業前）該当部分の教科書
の精読
（授業後）老いについてまと
める

成澤

2 講義

（授業前）該当部分の教科書の
精読
（授業後）高齢者と家族につい
てまとめる

成澤

3 講義

（授業前）該当部分の教科書
を読む
（授業後）加齢変化とそのア
セスメントについてまとめる

成澤

4 講義

（授業前）該当部分の教科書
を読む
（授業後）加齢変化とそのア
セスメントについてまとめる

成澤

5 講義

（授業前）該当部分教科書を
読む
（授業後）保健医療福祉制度
についてまとめる

平山

6 講義

（授業前）該当部分の教科書
を読む
（授業後）高齢者の権利擁護
についてまとめる

平山

7 講義

（授業前）該当部分の教科書
を読む
（授業後）高齢者の健康につ
いてまとめる

平山

8 講義
１～７の復習
レポート課題については第４
回後に提示する

成澤

中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート 観察記録 その他 合計

0% 0% 0% 0% 30% 0% 0% 100%

1.高齢者の定義、人口学的指標の動向、高齢者の生活について説明できる。
2.高齢者の生活課題、健康障害に応じた高齢者看護の機能と役割について説明できる。
3.関連する統計資料や関係法規を概観し、保健・医療・福祉の場での高齢者に関する制度について理解し、看護の果たすべき機能と役割について説明できる。
4.高齢者の人権擁護について説明でき、高齢者観、高齢者看護観について考え、述べることができる。
5.1～4をふまえ、サクセスフルエイジングを支える看護のありかたについて述べることができる

老年看護学概論
Introduction to Gerontological Nursing

成澤 幸子、平山 恵美子

2年次 前期
1単位

講義資料

【授業概要】
発達段階の老年期を生きる人の加齢や病気に伴う諸変化を理解し、身体的、精神心理的、社会的側面から高齢者の健康及び生活への影響について学修する。ま
た、高齢社会における今日的課題や高 齢者をとりまく保健・医療・福祉の社会的状況から、高齢者の倫理的課題と対応策について考察し、高齢者看護の役割・機能
を学ぶ。 そして、人生の最終段階を生きる高齢者の終末期医療について理解を深め、その人らしい最期を迎えられるようにするための看護について考察する。

【実務経験】
(成澤）新潟大学医歯学総合病院の精神科、心臓血管外科、循環器・内分泌・血液内科、整形外科で看護師、新潟大学保健学研究科で成人看護学教育の経験を有
している。
(平山)総合病院で14年間、整形外科や内科外科重症病棟において看護スタッフ、臨床指導者、看護師長として活動した経験を持つ。実務経験をもとに本科目の「健
康の慢性的揺らぎのある成人の看護」で講義を行う。

【到達目標】

指定規則の教育内容 別表3：老年看護学

【授業計画】
授業項目 授業内容 到達目標番号

老年看護の概念
高齢社会の概観
　統計的輪郭、老年期の定義、生きてきた時代
　高齢者の定義、加齢・Aging、発達課題

1

老年期の社会的変化
高齢者と家族、家族形態の変化
高齢者の生活、家族、世帯、収入
高齢者介護と家族問題

1

高齢者を取り巻く社会資源
高齢者をとりまく社会資源　インフォーマル資源
　高齢社会の保健-医療-福祉制度

3

加齢変化（１）
加齢に伴う身体的変化と生活
（身体的・生理的側面） （呼吸・循環機能、消化機能、
代謝・排泄機能、免疫機能の老化）

2

加齢変化（２）
加齢に伴う変化　（精神的・心理的、社会的変化）
（脳、認知・知覚機能、筋骨系、感覚器系、性機能の老
化、）

2

老年期の健康と今後の課
題

高齢者の健康とQOL
　健康寿命、ヘルスプロモーション、生きがい、QOL、
高齢者看護の役割と特徴（理念・目標・役割）

4

老年者と倫理
高齢者看護における倫理的課題
　高齢者の差別、権利擁護、人権擁護、エイジズム、
　成年後見制度、高齢者虐待、身体拘束

4

授業のまとめ
１～７回の授業の到達度確認およびレポート提出

5

【教科書・参考書】
種別 書　 　名 著者・編者

定期試験

出版社
教科書 老年看護学、老年看護　病態・疾患論 北川公子　　鳥羽研二 医学書院

【成績評価方法】（技能試験・観察記録の評価基準はcyber-NUPALSにアップロードされています）

70%

【その他】

【課題に対するフィードバック方法】

【資料13-1】
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【資料 13-2】「老年看護学概論」シラバス 

 

変更前のシラバスを添付した。 

-審査意見（6月）（資料）-51-



担当教員

年次・学期
必修・選択 必修 単位数

Cyber-NUPALS

回 授業方式 授業外学習（予習・復習） 担当者

1 講義

予習：シラバスを読み、履修
上の課題を明らかにしてお
復習：講義を振り返り、学び
を深める

戸田

2 講義

予習：チームメンバーの専門
性について考えておく
復習：講義を振り返り、学び
を深める

定方

3 講義

予習：チーム医療における看
護師の役割について考えて
おく
復習：講義を振り返り、学び
を深める

定方

4 講義

予習：教科書の「チーム医療
の要素と6つの困難」につい
て読んでおく
復習：講義を振り返り、学び
を深める

小山

5 講義

予習：これからのチーム医療
の在り方を考えておく
復習：講義を振り返り、学び
を深める

小山

6 講義

予習：チーム医療について考
えてお
復習：講義を振り返り、学び
を深める

古地

7 講義
予習：事例発表の用意を行う
復習：講義を振り返り、学び
を深める

古地

8 講義

予習：メディカルスタッフと
チーム医療について考えて
おく
復習：講義を振り返り、学び
を深める

戸田

中間試験 シミュレーション試験 技能試験 その他の試験 レポート 観察記録 その他 合計
0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 100%

【授業計画】
授業項目 授業内容 到達目標番号

オリエンテーション
チーム医療とは何か

１．科目概要の説明
２．チーム医療とは
３．チーム医療の必要性と意義
4．日本のチーム医療の変遷

１・２

１.医療の流れ、チーム医療の必要性と意義を理解できる
２.我が国における医療提供システム及び他の専門職への理解を深める
３.医療の質向上・安全性の確保にチーム医療がどのような成果をもたらすかを理解できる
４.チームを構成する職能・その機能と役割について理解できる
５.チーム医療における倫理に関する基本的な知識を習得する
６.専門職間のコミュニケーションの重要性を理解できる

チーム医療論
小山 歌子、戸田 肇、古地 順子、定方 美恵子

3年次 前期
1単位

講義音声・配布資料

【授業概要】
保健，医療，福祉を含めた統合的ケアサービスを提供するために、 患者や障害を抱える人の問題に対してどのようにチームアプローチする必要 があるかを検討す
るための基礎的知識を学ぶ。

【実務経験】

【到達目標】

指定規則の教育内容 別表3：看護の統合と実践

看護職者としての実践、学生や看護職者へのチーム医療における指導の実務経験を有する。

チーム医療の実際と課題

1．実際の事例からチーム医療を学習する
2．マンパワーを高める
3．チーム医療に患者が参加する
4．グループワーク：事例を基にチーム医療の4つの要
素についてまとめる

２・４・５・６

チーム医療ワークショップ
の発表

グループワークの結果の発表 ２・４・５・６

チームメンバーの専門性と
役割と仕事内容

１．各専門職の紹介
２．チームにおける役割と仕事内容
3．チーム医療における倫理
4．各チームの仕事内容
5．各チームにおける専門職の役割

２・３・４・６

チーム医療における看護
師の役割

１．チーム医療における看護師の仕事内容
２．チーム医療における看護師の役割

４・５・６

チーム医療の要素と6つの
困難

１．4つの志向
2．4つの要素の相克関係
3．専門性の追求と患者の要求
4．専門性の相互理解
5．患者と専門職の共通目標

２・３

チーム医療を考え当事者
の生活を支えるこれからの
多職種協同

1．チーム医療のありうる形
2．パブリックヘルスの視点
3．当事者・市民参画への注目
4．さまざまな患者会・当事者団体
5．医療と教育の連携

２・４・６

メディカルスタッフとチーム
医療のまとめ

1．現代医療における医療従事者の関係性
2．まとめ

２・４・５・６

日本看護協会出版会

0%

【成績評価方法】（技能試験・観察記録の評価基準はcyber-NUPALSにアップロードされています）

教科書

出版社

参考書 チーム医療を成功させる10か条ー現場に学ぶチームメンバーの心得 福原麻希著 中山書店

種別 書　 　名 著者・編者

チーム医療とは何か（第2版） 細田満和子著

定期試験

【教科書・参考書】

【その他】

【課題に対するフィードバック方法】

【資料14-1】
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【資料 14-2】「チーム医療論」シラバス 

 

変更前のシラバスを添付した。 
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